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人“ い き い き ”ま ち“ き ら り ” 人“ い き い き ”ま ち“ き ら り ” 

あまくておいしいよ 
　６月４日（月）、岡山県立農業大学校岡山県立農業大学校で石相保育園児石相保育園児４６人
がいちご狩りの体験をしました。 
　園児たちは、つやつやした真っ赤ないちごを「おいしい」
と言いながらほおばっていました。 

あまくておいしいよ 
　６月４日（月）、岡山県立農業大学校で石相保育園児４６人
がいちご狩りの体験をしました。 
　園児たちは、つやつやした真っ赤ないちごを「おいしい」
と言いながらほおばっていました。 
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2広報あかいわ（平成19年7月号） 

それぞれの運動会 
 
地域とのふれあい 開かれた農業大学校 
「市民憲章と市の花・市の木」検討委員を募集 
「市長室でいきいきトーキング」参加者募集 
 
人と人とのつながりを大切に 
２年目を迎える　赤磐市自治連合会 
 
公民館へ行こう 
 
ズームアップ図書館 
 
永瀬清子の詩を読む!4 
 
スポーツトピックス 
 
わたしのあなたの健康K 
「夏を健康に楽しく『熱中症』に注意！」 

 
情報公開制度と個人情報保護制度 
 
暮らしのカレンダー 
 
ラジオ体操が赤磐市にやってくる 
 
情報BOX 
「市花火大会」「赤磐市じんけん楽習講座」ほか 
 
読者のページ「短歌」ほか 
 
まちのわだい 
「100歳おめでとう」ほか 
 
ふるさとの史跡探訪K「岩田十四号墳」 
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●
滝
山
川
は
、ホ
タ
ル
の
生
息
地

　
と
し
て
昔
か
ら
有
名
で
す
。
川

　
面
に
映
え
る
ホ
タ
ル
の
飛
び

　
交
う
光
は
幻
想
的
な
雰
囲
気

　
を
醸
し
出
し
て
く
れ
ま
す
。 

　
五
月

　
五
月
か
ら
六
月
六
月
に
か
け
て
市
立
中

市
立
中

学
校
学
校
と
豊
田
小
学
校

と
豊
田
小
学
校
の
体
育
大
会

体
育
大
会
・

運
動
会

運
動
会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
ど
の
学
校
学
校
の
生
徒
生
徒
・
児
童
児
童
の
皆
さ

ん
も
力
も
力
い
っ
ぱ
い
競
技
し
、

競
技
し
、さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
流
し
て
い
ま
し
た
。 

　
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
市
立
中

学
校
と
豊
田
小
学
校
の
体
育
大
会
・

運
動
会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
ど
の
学
校
の
生
徒
・
児
童
の
皆
さ

ん
も
力
い
っ
ぱ
い
競
技
し
、さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。 

力
い
っ
ぱ
い
競
技
競
技 
力
い
っ
ぱ
い
競
技 

そ
れ
ぞ
れ
の
運
動
会

運
動
会 

そ
れ
ぞ
れ
の
運
動
会 

▲応援にも力が入ります（磐梨中） 

t見る側も思わず力が 
　入る綱引き（豊田小） 

▲健闘を誓う選手宣誓（桜が丘中） 

体育大会を一層盛り上げてくれた吹奏楽部の演奏（赤坂中） 体育大会を一層盛り上げてくれた吹奏楽部の演奏（赤坂中） 
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五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
市
立
中

学
校
と
豊
田
小
学
校
の
体
育
大
会
・

運
動
会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
ど
の
学
校
の
生
徒
・
児
童
の
皆
さ

ん
も
力
い
っ
ぱ
い
競
技
し
、さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。 

力
い
っ
ぱ
い
競
技 

そ
れ
ぞ
れ
の
運
動
会 

s
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た 

　
リ
レ
ー
種
目（
豊
田
小
） 

▼太鼓に合わせて「南中ソーラン」を披露（吉井中） ▼チームワークで玉入れ（高陽中） 

tうまくバランスを 
　取ってポーズ！（赤坂中） 

▲「ダンスうらじゃ」の華麗な踊りを披露（桜が丘中） 

▲途中経過は…（吉井中） 

体育大会を一層盛り上げてくれた吹奏楽部の演奏（赤坂中） 

綱引き（豊田小）s 
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実
習
で
育
て
た
農
産
物
を
即
売 

赤
坂
青
空
市
で
農
大
フ
ェ
ア 

 

　
五
月
二
十
日
（
日
）
、
東
窪
田
の
岡

山
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
大
学
校

の
学
生
た
ち
が
、
赤
坂
青
空
市
に
出
向

き
実
習
で
育
て
た
農
産
物
の
即
売
を
し

ま
し
た
。 

　
店
頭
に
は
収
穫
し
た
ば
か
り
の
タ
マ

ネ
ギ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ミ
ズ
ナ
、
コ

マ
ツ
ナ
な
ど
の
野
菜
七
百
袋
、
花
の
苗

千
ポ
ッ
ト
、
バ
ラ
、
ス
タ
ー
チ
ス
な
ど

の
切
り
花
五
百
本
が
ず
ら
り
。
緑
の
そ

ろ
い
の
Ｐ
Ｒ
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
た
学
生

た
ち
が
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
！
安
い
よ
！
」

と
元
気
な
声
を
か
け
な
が
ら
販
売
し
て

い
ま
し
た
。 

　
赤
坂
青
空
市
の
テ
ン
ト
前
で
は
新
鮮

な
農
産
物
が
安
く
手
に
入
る
こ
と
で
、

販
売
開
始
前
か
ら
大
勢
の
人
の
列
が
で

き
ま
し
た
。
農
大
フ
ェ
ア
は
、
消
費
者

ニ
ー
ズ
の
把
握
や
農
産
物
流
通
な
ど
の

学
習
に
役
立
て
る
た
め
毎
年
行
っ
て
お
り
、

次
回
は
九
月
下
旬
の
予
定
で
す
。 

▲そろいのジャンパーで販売する学生たち 

　
赤
磐
市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一

人
が
ま
ち
に
誇
り
と
愛
着
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、一
体
感
の
早
期
醸
成
を
図

る
た
め
、市
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

な
る
『
市
民
憲
章
』
と
市
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
る『
市
の
花
・
市
の
木
』を
制
定
す

る
予
定
で
す
。 

　
制
定
に
あ
た
り
、広
く
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
た
め『
市
民

憲
章
等
検
討
委
員
会
』の
委
員
を
公
募

し
ま
す
。 

◆
公
募
期
間
／
七
月
二
日
（
月
）
〜
七

　
月
二
十
七
日（
金
）必
着 

◆
資
格
／
赤
磐
市
在
住
の
十
八
歳
以

　
上
（
平
成
十
九
年
四
月
一
日
現
在
）

　
の
人
で
、平
日
の
昼
間
に
四
回
程
度

　
予
定
さ
れ
て
い
る
委
員
会
に
出
席
で

　
き
る
人 

◆
募
集
人
員
／
二
人 

◆
応
募
方
法
／
任
意
の
用
紙
に
「
市
民

　
憲
章
等
検
討
委
員
希
望
」
と
明
記
し
、

　
住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、性

　
別
、職
業
、電
話
番
号
、応
募
理
由
を

　
記
入
し
て
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
持

　
参
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

　
お
、受
理
し
た
書
類
は
お
返
し
し
ま

　
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

◆
結
果
通
知
／
提
出
い
た
だ
い
た
書

　
類
を
も
と
に
選
考
し
、結
果
に
つ
い

　
て
書
面
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

◆
応
募
・
問
い
合
せ
先 

　
〒
７
０
９
―
０
８
９
８ 

　
赤
磐
市
下
市
三
四
四 

　
赤
磐
市
役
所
企
画
課
企
画
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）２
６
９
２ 

　
6
０
８
６（
９
５
５
）１
２
６
１ 

「
市
民
憲
章
と

市
民
憲
章
と 

　
　
市

　
　
市
の
花
・
市
の
木
」 

「
市
民
憲
章
と

市
民
憲
章
と 

　
　
市

　
　
市
の
花
・
市
の
木
」 

「
市
民
憲
章
と 

　
　
市
の
花
・
市
の
木
」 

▲いちご狩りでお花もプレゼント 
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農
業
大
学
校
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ 

 
　
農
業
大
学
校
に
、
現
在
は
一
年
生
十

四
人
（
男
十
一
人
・
女
三
人
）
、
二
年

生
二
十
八
人
（
男
十
八
人
・
女
十
人
）

が
在
学
し
て
い
ま
す
。 

　
農
業
大
学
校
の
修
業
年
限
は
二
年
間
で
、

園
芸
課
程
（
果
樹･

野
菜･
花
き
）
と
畜

産
課
程
（
和
牛
・
中
小
家
畜
）
の
二
課

程
五
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
全
寮
制
が

基
本
で
、
経
費
と
し
て
は
授
業
料
（
二

十
年
度
は
年
間
七
万
八
千
七
百
円
）
、

教
材
費
（
年
間
十
六
万
円
）
、
食
費
（
年

間
約
二
十
一
万
円
）
や
生
活
費
な
ど
を

合
わ
せ
て
も
年
間
八
十
万
円
程
度
で
十

分
学
生
生
活
が
送
れ
ま
す
。 

元
気
に
学
ぶ
学
生
た
ち 

 

　
学
生
に
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
「
農
業

大
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
が
活
か
せ
る
仕

事
に
就
き
た
い
」
「
家
の
農
業
を
継
ぎ

た
い
」
「
も
っ
と
学
び
た
い
の
で
、
大

学
へ
行
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
」
「
花

屋
で
仕
事
が
し
た
い
」
と
将
来
の
こ
と

や
「
寮
生
活
が
楽
し
い
」
な
ど
学
校
生

活
の
こ
と
を
実
習
の
合
間
に
元
気
に
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。 

理
論
と
実
習
で
幅
広
く
学
習 

 

　
授
業
は
、
午
前
中
は
講
義
、
午
後
か

ら
は
実
習
を
基
本
に
、
実
際
に
植
物
を

栽
培
し
た
り
、
家
畜
を
飼
育
し
た
り
し

な
が
ら
理
論
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
重

点
を
置
い
て
い
ま
す
。
先
生
十
三
人
の

ほ
か
岡
山
大
学
農
学
部
か
ら
招
い
た
教
授
、

准
教
授
な
ど
か
ら
も
講
義
を
受
け
て
い

ま
す
。
　 

　
一
方
で
農
業
法
人
や
関
連
企
業
な
ど

へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
学
習
を
導
入
し
、

幅
広
い
実
践
的
な
教
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

情
報
処
理
機
材
な
ど
を
整
備
し
学

習
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

▲花の出荷の準備をする花きコースの学生 

s
早
期
成
園
化
技
術（
※
）に
よ
る
ピ
オ
ー
ネ
の
超
植
密
栽
培 

　
※
十
　
当
た
り
通
常
は
二
十
本
程
度
の
と
こ
ろ
千
本
を
超
密

　
　
植
す
る
こ
と
に
よ
り
通
常
五
、六
年
か
か
る
と
こ
ろ
が
挿
し

　
　
木
の
翌
年
に
収
量
三
　
の
収
穫 

「
市
民
憲
章
と 

　
　
市
の
花
・
市
の
木
」 

「
市
民
憲
章
と 

　
　
市
の
花
・
市
の
木
」 

　
市
長
室
で
個
人
、も
し
く
は
小
グ
ル

ー
プ（
五
人
以
内
）の
ご
意
見
を
お
聴

き
し
ま
す
。 

◆
開
催
日
時 

　
七
月
二
十
四
日（
火
） 

　
八
月
二
十
一
日（
火
） 

　
□
一
回
に
つ
き
四
人（
グ
ル
ー
プ
）ま
で 

　
□
対
話
時
間（
二
十
分
間
） 

　
　
q
午
後
五
時
〜
五
時
二
十
分 

　
　
w
午
後
五
時
三
十
分
〜
五
時
五
十
分 

　
　
e
午
後
六
時
〜
六
時
二
十
分 

　
　
r
午
後
六
時
三
十
分
〜
六
時
五
十
分 

◆
場
所
／
本
庁
二
階 

市
長
室 

◆
申
込
期
間 

　
開
催
日
の
三
週
間
前
ま
で 

※
希
望
者（
団
体
）は
本
庁
秘
書
課
、支

　
所
市
民
生
活
課
に
備
え
付
け
の
申

　
込
用
紙
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
市

　
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
が

　
で
き
ま
す
。 

※
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、抽
選
で

　
決
定
し
、開
催
日
の
お
お
む
ね
一
週

　
間
前
ま
で
に
連
絡
し
ま
す
。 

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

™

本
庁
秘
書
課
公
聴
広
報
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）４
７
７
０ 

™

赤
坂
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）２
２
２
６ 

™

熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
１ 

™

吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
１
１
１ 
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住
民
の
連
帯
が 

大
き
な
力
に 

会
　
長
　
　
山
本
雅
堂 
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五
月
二
十
九

日
（
火
）
に
第
一

回
地
域
審
議
会

を
開
催
。こ
の
地

域
審
議
会
は
、合

併
に
よ
り
行
政

区
域
が
拡
大
し
、

地
域
の
声
が
行

政
に
反
映
さ
れ

に
く
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
を
取
り
除
く
た

め
に
、合
併
協
議
に
基
づ
き
旧
町
単
位
に
設

置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、市
長
の
諮
問
に
応

じ
て
意
見
を
述
べ
る
付
属
機
関
で
す
。 

　
今
回
は
四
地
域
合
同
で
会
議
を
開
催
し
、

荒
嶋
市
長
が
各
審
議
会
へ
諮
問
を
行
い
ま

し
た
。
今
後
、各
地
域
審
議
会
で
諮
問
内
容

を
審
議
し
ま
す
。 

◆
会
議
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

™

会
長
・
副
会
長
の
選
出 

™

新
市
建
設
計
画
の
執
行
状
況（
報
告
） 

™

新
市
建
設
計
画
の
執
行
状
況
を
踏
ま
え

　
た
地
域
課
題（
諮
問
） 

※
審
議
会
は
傍
聴
で
き
ま
す（
開
催
日
程
な

　
ど
は
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。 

※
会
議
内
容
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、本
庁
企

　
画
課
・
各
支
所
市
民
生
活
課
で
閲
覧
で
き

　
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

™

本
庁
企
画
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）２
６
９
２ 

市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
意
見
を
述
べ
る 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

　
永
年
に
わ
た
り
、住
民
自
治
組
織
の
長
と
し
て
地

域
活
動
の
推
進
と
住
民
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
十
九
年
度 

永
年
勤
続
町
内
会
長
・
区
長
等
知
事
表
彰 

草
生
　
長
田
　
明
　
区
長 

地
区
・
町
内
会
の
主
な
仕
事 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業 

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

■
問
題
解
決
の
た
め
の
話
し
合
い 

　
地
区
・
町
内
会
の
組
織
の
構
成
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、
役
員
会
で
は
、
行
政

へ
の
協
力
や
要
望
事
項
の
取
り
ま
と
め
、

ま
た
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
清
掃
活
動
、

農
道
な
ど
の
道
作
り
、
水
路
の
清
掃
、

ご
み
集
積
場
の
維
持
管
理
な
ど
地
域
の

あ
ら
ゆ
る
活
動
や
問
題
に
つ
い
て
話
し

合
い
が
行
な
わ
れ
ま
す
。 

■
地
域
住
民
へ
の
情
報
の
提
供 

　
地
区
・
町
内
会
の
必
要
な
情
報
を
回

覧
板
な
ど
で
提
供
。
市
民
生
活
に
必
要

な
市
か
ら
の
情
報
紙
「
広
報
あ
か
い
わ
」

｢

議
会
だ
よ
り｣

な
ど
を
各
戸
へ
配
布
し

て
い
ま
す
。 

   

■
い
ざ
災
害
発
生
と
い
う
と
き
に 

　
い
ざ
災
害
発
生
と
い
う
と
き
の
た
め

の
隣
近
所
の
助
け
合
い
の
気
運
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
犯
罪
の
な

い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
地
域

活
動
や
青
少
年
健
全
育
成
活
動
、
防
犯

灯
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

■
楽
し
ん
で
和
ん
で
集
う 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
・
町
内
会
で
は
盆

踊
り
や
運
動
会
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
を
開
催
し
、
住
民
の
ふ
れ
あ
い
を

通
じ
て
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
世
代

間
交
流
の
実
現
を
図
っ
て
い
ま
す
。
地

域
に
よ
っ
て
は
盆
に
、
帰
省
し
た
人
た

ち
も
集
め
て
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
応
援
や 

　
　
　
　
社
会
福
祉
事
業
へ
協
力 

　
日
赤
募
金
活
動
、
子
供
会
や
老
人
ク

ラ
ブ
の
活
動
に
地
区
・
町
内
会
ぐ
る
み

で
協
力
し
て
い
ま
す
。 

■
伝
統
文
化
を
守
り
伝
え
る 

　
史
跡
や
文
化
遺
産
を
守
り
、
後
世
へ

伝
え
て
い
く
と
同
時
に
地
区
に
伝
わ
る

伝
統
行
事
や
風
習
の
継
承
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

    

　
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
地
域

活
性
化
を
総
合
的
に
進
め
る
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」
。 

　
こ
の
事
業
は
、
市
内
に
百
三
十
二
地

区
あ
る
自
治
会
に
一
地
区
か
ら
三
地
区

ご
と
に
市
の
職
員
九
十
二
人
を
「
地
域

担
当
者
と
そ
の
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
配

置
し
、
行
政
と
市
民
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
市
の
施
策
や
事
業
の
情
報
を
地
域
担

当
者
が
、
地
区
の
代
表
で
あ
る
区
長
・

町
内
会
長
に
直
接
お
伝
え
し
ま
す
。
そ

し
て
、
区
長
・
町
内
会
長
か
ら
は
、
生

活
に
密
着
し
た
身
近
な
地
域
の
話
題
や

課
題
に
つ
い
て
お
聞
き
し
、
ま
ち
づ
く

り
に
役
立
て
て
い
ま
す
。 

™
本
庁
協
働
推
進
室 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）４
７
８
３ 

™

赤
坂
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）２
２
２
６ 

™

熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

™

吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
１
１
１ 

▲区長･町内会長会議の終了後、地域担当者と 
　連絡を交わす区長、町内会長たち 
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★熊山公民館　松木623 
★吉井公民館　周匝136-1

★中央公民館　下市337 
★赤坂公民館　町苅田507

　親子一緒に、いっぱい楽しんでください。おじいちゃん・
おばあちゃんとご一緒の参加もお待ちしています。 

◆日　時／８月２５日（土） １０：００～１１：３０ 
◆場　所／山陽公民館 
◆内　容／西山公民館グループ　絵本読み聞かせの会「ぐ
　　　　　りとぐら」による人形劇など 
◆定　員／４０人程度 
◆対　象／幼児（保護者同伴のこと） 
◆参加費／無料（申し込みは不要です。直接会場へお越
　　　　　しください） 
◆問い合わせ先／山陽公民館 1０８６-９５５-９７７７ 

　女性としての教養を高めるための講座です。（年４回）
　お誘い合わせのうえご参加ください。 

◆日　時／q７月１３日（金） １０：００～１２：００ 
　　　　　　講演「気をつけていますか？ 毎日の食事」 
　　　　　w９月２８日（金） １０：００～１２：００ 
　　　　　e１１月３０日（金） 視察研修 
　　　　　r３月７日（金） １０：００～１２：００ 
◆場　所／吉井公民館 
◆定　員／２０人 
◆参加費／１，０００円（そのほか必要時 
　　　　　に実費負担） 
◆申込期間／７月２日（月）～ 
　　　　　　７月１０日（火） 
◆問い合わせ先 
　吉井公民館 1０８６-９５４-１３７９ 

　公民館グループの活動成果の発表と高月地区の両宮
地域ぐるみ活動協議会の展示発表とをあわせて開催しま
す。皆さん、お誘い合わせのうえお越しください。 

◆日　時／８月４日（土） ９：００～２０：００　展示発表 
２０：００～２２：００　盆踊り大会 

８月５日（日） ９：５０～１６：００　ステージ発表 
◆場　所／高月公民館 
◆問い合わせ先／高月公民館 1０８６-２２９-９７７７ 

　毎年恒例の映画会だよ！ 家族そろって見にきてね！ 

◆日　時／７月２８日（土） １０：００～１１：３０ 
◆場　所／中央公民館　 
◆上映作品／「ちびまる子ちゃん」「ぞくぞく村のオバケたち」 
　　　　　「ちびねこコビとおともだち」 
◆入場料／無料　　◆定　員／２５０人 
◆問い合わせ先／中央公民館 1０８６-９５５-００６９ 

　私たちの生活には沢山のマナーがあります。講座に参
加して自分に磨きをかけましょう。 

◆日　時／q７月１９日（木） w３月２５日（火） 
　　　　　１３：３０～１５：３０ 
◆場　所／吉井公民館 
◆講　師／阪本　由紀子　　◆定　員／４０人 
◆参加費／１，０００円（そのほか必要時に実費負担） 
◆申込期間／７月２日（月）～７月１２日（木） 
◆問い合わせ先／吉井公民館 1０８６-９５４-１３７９ 

　クッキーパン・お好み焼きパンを作り、みんなで楽しく
食べましょう。 

◆日　時／８月１８日（土） １０：００～１３：００ 
◆場　所／高月公民館　　◆講　師／大坂　文子 
◆定　員／１０人　　◆対　象／小学校３年生～６年生 
◆参加費／無料 
◆申込期間／７月２日（月）～７月２０日（金） 
◆問い合わせ先／高月公民館 1０８６-２２９-９７７７ 

　この夏、囲碁、将棋の楽しさにチャレンジしよう。 

◆日　時／７月２６日、８月２日、８月９日、８月２３日、８月３０日 
　　　　　（いずれも木曜日） １３：３０～１５：３０ 
◆場　所／高月公民館 
◆講　師／「両宮地域囲碁愛好会」代表 
　　　　　石原　徳夫ほか 
◆定　員／２０人　　◆対　象／小学生・中学生 
◆参加費／無料 
◆申込期間／７月２日（月）～７月２０日（金） 
◆問い合わせ先／高月公民館 1０８６-２２９-９７７７ 
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★山陽公民館　山陽1丁目10 
★笹岡公民館　坂辺9

★高月公民館　穂崎848-1 
★西山公民館　西中220-1

　紙を引き出すと、それまでなかったものが出てくるふし
ぎなカードを作ります。 

◆日　時／７月２８日（土） ９：３０～１１：００ 
◆場　所／西山公民館　　◆定　員／１５人（先着順） 
◆対　象／小学１年生～３年生　　◆参加費／無料 
◆申込期間／７月１１日（水）～ 
◆問い合わせ先／西山公民館 1０８６-９５５-０７７７ 

　物語の場面を木で作り、登場するものを磁石で動かす
遊び道具を作ります。 

◆日　時／８月１１日（土） ９：３０～１２：００ 
◆場　所／西山公民館　　◆定　員／１５人（先着順） 
◆対　象／小学４年生～６年生　　◆参加費／無料 
◆申込期間／７月１１日（水）～ 
◆問い合わせ先／西山公民館 1０８６-９５５-０７７７ 

　親子でなつまつりに参加しよう！お魚つり・宝探し・マジ
ックいろいろなあそびがあるよ！たくさんのおともだちを
まってまーす☆ 

◆日　時／８月８日（水） １０：００～１１：００　 
◆場　所／赤坂健康管理センター「多目的ホール」 
◆対　象／市内在住の就園前のお子さんをもつ親子 
◆参加費／無料（申し込みは不要です。直接会場へお越
　　　　　しください） 
◆問い合わせ先／赤坂公民館 1０８６-９５７-２２１１ 

　写真撮影の技術を学ぼう。 
 
◆日　時／８月９日（木） １０：００～１２：００ 
◆場　所／吉井公民館 
◆定　員／１０組　　◆対　象／小学生親子 
◆参加費／１組 ５００円 
◆持参品／デジタルカメラ 
◆申込期間／７月２日（月）～７月３１日（火） 
◆問い合わせ先／吉井公民館 1０８６-９５４-１３７９ 

　自然大好き人間集まれ！ 赤磐市内に生息する水の中の
生きものについて観察してみよう。 

◆日　時／７月２８日（土） ９：００～１１：００（雨天中止） 
◆場　所／田んぼ ― 赤磐市松木　 
◆定　員／３０人　　◆対　象／なし 
◆参加費／無料 
◆申込期間／７月５日（木）～７月２６日（木） 
◆問い合わせ先／熊山公民館 1０８６９９-５-１３６０ 

　夜の動物園へ出かけ、いろいろな動物たちを観察して
みよう。 

◆日　時／８月８日（水） １７：３０～２２：００ 
◆場　所／池田動物園（岡山市）　 
◆定　員／２０人程度（申込多数の場合は抽選） 
◆対　象／小学３年生～６年生 
◆参加費／６５０円（入園料ほか） 
◆申込期間／７月１７日（火）～７月２７日（金） 
◆問い合わせ先／熊山公民館 1０８６９９-５-１３６０ 

　虹や雲をつくってみよう。 

◆日　時／８月２２日（水）１２：００～１６：００ 
◆場　所／岡山地方気象台　 
◆定　員／２０人程度（申込多数の場合は抽選） 
◆対　象／小学３年生～６年生　　◆参加費／無料 
◆申込期間／７月１７日（火）～７月２７日（金） 
◆問い合わせ先／熊山公民館 1０８６９９-５-１３６０ 

　プラネタリウムのある科学館で楽しい夏休みを過ごそう！ 

◆日　時／８月１１日（土） １１：００～１７：００ 
◆場　所／倉敷科学センター　 
◆定　員／２０人程度（申込多数の場合は抽選） 
◆対　象／小学３年生～６年生 
◆参加費／２４０円（入館料） 
◆申込期間／７月１７日（火）～７月２７日（金） 
◆問い合わせ先／熊山公民館 1０８６９９-５-１３６０ 
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中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

利用案内 
●開館時間 
　午前１０時～午後６時 
●休 館 日 
　毎週月曜日（熊山は毎
週水曜日）、第３日曜日、祝日、
館内整理日（原則最終金曜
日） 

※借りるときには利用者
　カードをお持ちください。
　はじめて借りる人は、免
　許証・保険証など氏名・
　住所を確認できるもの
　を提示し申請してくださ
　い。利用者カードを作り
　ます（小学生以下の人
　は保護者が申請してく
　ださい）。 

全館休館日 

中央・赤坂・吉井図書館休館日 

熊山図書館休館日 

火 水 月 金 土 木 日 

８月中（日時などは要相談） 

幼児～中学生 

１日５人まで 

７月３１日（火） 

　この夏休み、図書館の仕事を体験して
みませんか。図書館の仕事に興味のあ
る人、そして本が大好きなあなた！ぜひ
参加してください。申し込みは各図書館
まで。 

期　　間■ 

対　　象■ 

募集人数■ 

申込締め切り日■ 

７月２４、２６、３０、３１日 
８月２、３、６、７、９、１０日 
（時間は要相談） 

小学校５～６年生、中学生 

１日２人程度 

７月１３日（金） 

期　　間■ 
 
　 

対　　象■ 

募集人数■ 

申込締め切り日■ 

７月２４、２５、２６、２７、３１日 
８月１、２、３日 
（時間は要相談） 

小学校５～６年生、中学生 

１日２人程度 

７月１１日（水） 

期　　間■ 
 
　 

対　　象■ 

募集人数■ 

申込締め切り日■ 

　液体窒素で－２００度の世界を体験！ 
　そのほかおもしろ実験がいっぱいだよ！ 

【場　　所】熊山公民館 

【日　　時】８月４日（土） 午後1時～ 

【対　　象】小学生 

【募集人数】１５人程度 

【問い合わせ・申し込み先】 
　熊山図書館 
　（申し込みは３日前までにお願いします） 

q『名もなき毒』宮部みゆき／著 

q『還らざる道』内田　康夫／著

e『使命と魂のリミット』東野　圭吾／著 

q『ミッケ！ ８』ウォルター・ウィック／写真 

w『ミッケ！ ７』ウォルター・ウィック／写真 

w『ハリー・ポッターと謎のプリンス 上』
　　　　　J.K.ローリング／作 

　…３０回 

　…３０回 

　…２８回 

…２８回 

…２７回 

　 
…２７回 

ぜひ、 
参加してね!!

q「一人二役」 
　　河本　準一／著 
　　（ワニブックス／出版） 
 
 
w「道具学への招待」 
　　道具学会・道具学叢書委員会／企画・編集 
　　（東京：ラトルズ／出版） 
 
e「がばいばあちゃんの 
　  　　勇気がわく５０の言葉」 
　　島田　洋七／著 
　　（徳間書店／出版） 
 
r「テンプル騎士団の遺産（上・下）」 
　　スティーブ・ベリー／著 
　　（エンターブレイン／出版） 

q「かさどろぼう」 
　　シビル・ウェッタシンハ／作・絵 
　　（徳間書店／出版） 
 
 
w「走る少女」 
　　佐野　久子／作 
　　（岩崎書店／出版） 
 
e「ぎょうれつのできるパンやさん」 
　　ふくざわゆみこ／作 
　　（教育画劇／出版） 
 
r「さかさのこもりくんとおおもり」 
　　あきやまただし／作・絵 
　　（教育画劇／出版） 
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人 hito

【永瀬清子の詩を読む　】 

   私
が
今
ま
で
詩
を
書
い
て
き
た
最
初
の
わ
け
 

そ
れ
は
星
と
扁
桃
腺
の
せ
い
な
の
 

私
は
英
和
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
た
子
供
の
時
 

先
生
は
創
世
記
の
話
を
し
よ
う
と
 

太
陽
と
月
と
星
の
絵
を
黒
板
に
描
か
せ
た
の
で
す
 

は
じ
め
に
指
さ
れ
た
子
は
太
陽
の
絵
 

次
の
子
は
月
の
絵
 

私
は
星
の
絵
を
描
い
た
の
だ
っ
た
。
 

星
な
ん
て
一
番
書
き
に
く
く
 

金
平
糖
の
よ
う
に
後
光
の
よ
う
に
 

わ
た
し
は
星
の
光
を
描
い
た
の
で
す
 

先
生
は
笑
っ
て
 

「
星
の
角
は
五
つ
で
い
い
の
よ
」
と
言
っ
て
直
し
て
く
れ
た
。
 

私
は
真
赤
に
な
っ
て
う
つ
む
い
た
。
 

こ
れ
ら
の
発
光
体
を
 

は
じ
め
て
創
っ
て
空
に
ば
ら
ま
く
な
ん
て
 

お
そ
ろ
し
く
す
ご
い
と
驚
い
た
が
 

そ
れ
で
も
先
生
の
直
し
た
も
の
よ
り
 

私
の
絵
の
方
が
も
っ
と
本
当
な
の
に
と
言
い
た
か
っ
た
の
だ
 

　
 

又
、私
は
扁
桃
腺
を
よ
く
腫
ら
し
た
の
で
 

一
日
休
ん
で
あ
く
る
日
行
く
と
 

新
任
の
先
生
は
私
が
き
の
う
休
ん
で
い
た
事
を
忘
れ
て
い
て
 

工
作
品
の
や
り
方
が
教
え
た
通
り
で
な
い
と
言
う
 

私
は
判
ら
な
く
て
又
ま
ち
が
え
た
。
 

と
う
と
う
叱
ら
れ
私
は
泣
き
 

泣
き
や
め
な
い
の
で
廊
下
に
立
た
さ
れ
た
。
 

な
お
も
ひ
ど
く
大
声
で
泣
く
の
で
 

去
年
受
け
持
ち
だ
っ
た
隣
り
の
組
の
内
藤
先
生
が
 

清
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
泣
い
た
事
が
な
か
っ
た
の
に
ね
、と
あ
わ
れ
ん
で
 

抱
き
あ
げ
自
分
の
組
と
一
緒
に
お
遊
戯
室
へ
つ
れ
て
い
っ
て
く
れ
た
。
 

そ
し
て
泣
き
じ
ゃ
く
る
私
を
 

膝
に
の
せ
た
ま
ま
オ
ル
ガ
ン
を
弾
い
た
 

私
は
と
う
と
う
そ
こ
で
泣
き
寝
入
り
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
 

（
な
つ
か
し
い
内
藤
先
生
、た
っ
ぷ
り
し
て
温
い
内
藤
先
生
 

　
手
に
え
く
ぼ
の
あ
っ
た
内
藤
先
生
） 

　
 

な
ぜ
こ
う
も
覚
え
て
い
る
の
か
、あ
の
つ
ら
さ
 

大
人
が
き
め
て
か
か
っ
て
有
無
を
言
わ
さ
ぬ
こ
と
 

し
つ
こ
い
な
あ
、八
十
年
も
昔
の
こ
と
な
の
に
―
―
 

で
も
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
言
え
ず
 

そ
の
恥
と
怒
り
で
泣
い
て
い
た
の
だ
 
五
歳
の
私
。
 

自
分
の
事
は
自
分
で
言
え
る
人
に
な
ろ
う
 

そ
れ
が
詩
を
書
き
だ
す
も
と
の
心
だ
っ
た
の
だ
 

幼
か
り
し
日
に
そ
れ
が
私
の
運
を
き
め
た
。
 

　
 

中
原
中
也
も
通
っ
て
い
た
あ
の
幼
稚
園
 

カ
ナ
ダ
人
の
園
長
先
生
の
た
め
 

小
使
い
の
お
磯
さ
ん
夫
婦
が
乳
牛
を
一
頭
飼
っ
て
い
て
 

そ
れ
が
モ
ー
オ
と
裏
の
畑
で
鳴
い
て
い
た
あ
の
春
の
日
の
幼
稚
園
 

そ
れ
は
ま
だ
明
治
末
年
の
事
で
し
た
。
 

そ
れ
か
ら
い
ま
だ
に
続
く
私
の
道
―
―
。
 

 （『
卑
弥
呼
よ
卑
弥
呼
』
 
手
帖
舎
　
一
九
九
〇
年
一
月
） 

  

　
永
瀬
清
子
は
五
歳
に
し
て
自
分
が
詩
を
書
く
運

命
に
あ
っ
た
こ
と
を
回
想
し
、詩
「
星
と
扁
桃
腺
」
を

書
き
ま
し
た
。
 

　
こ
の
詩
を
読
む
と
詩
人
は
「
な
る
」
も
の
で
は
な

く
、詩
人
に
「
生
ま
れ
る
」
も
の
で
あ
る
こ
と
が
改
め

て
実
感
さ
れ
ま
す
。
 

　
永
瀬
清
子
が
自
分
で
選
び
取
っ
た
運
命
が
書
か

せ
る
詩
は
、今
に
生
き
る
私
た
ち
に
も
は
た
ら
き
か

け
続
け
て
い
ま
す
。
 （

社
会
教
育
課
　
白
根
直
子
） 

  

 

▼
日
　
時 

　〔
Ａ
日
程
〕七
月
三
十
日（
月
） 

　
　
午
後
二
時
〜
四
時 

　
　
小･

中
学
生
対
象 

　〔
Ｂ
日
程
〕八
月
六
日（
月
） 

　
　
午
後
二
時
〜
四
時 

　
　
小
学
生
対
象 

▼
場
　
所 

　
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

▼
講
　
師
　 

　〔
Ａ
日
程
〕井
奥
行
彦（
詩
人
） 

　〔
Ｂ
日
程
〕
e
田
千
尋（
詩
人
） 

▼
参
加
費
　
無
料（
要
申
し
込
み
） 

▼
定
　
員
　
各
三
十
人 

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
在
住
ま
た

　
は
在
学
中
の
小
・
中
学
生 

▼
申
込
方
法 

　
参
加
者
が
書
い
た
詩
作
品
一
点
お

よ
び
参
加
申
込
書
を
、郵
送
、フ
ァ
ッ

ク
ス
、ま
た
は
直
接
市
立
熊
山
公
民

館
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
聞
く
だ
け
の
人
で
も
お
申
し
込
み

い
た
だ
け
ま
す
。 

▼
受
付
期
間
　
七
月
二
日（
月
）〜

　
七
月
十
三
日（
金
） 

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
〒
７
０
９
―
０
７
０
５ 

　
赤
磐
市
松
木
六
二
三
　 

　
教
育
委
員
会
熊
山
分
室 

　
「
詩
創
作
教
室
」
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
１
４
８ 

　
6
０
８
６
９
９（
５
）２
８
０
１ 

星
と
扁
桃
腺
 

 
―
 

わ
が
詩
の
は
じ
め
 

―
 

詩
創
作
教
室
を
開
催
し
ま
す
。 

第
一
回 

 

s
英
和
幼
稚
園（
現
北
陸
学
院
短
期
大
学 

　
附
属
第
一
幼
稚
園
）に
通
う
こ
ろ
の
清
子
。 

!4
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誰
で
も
、い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、気

軽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
！
そ

の
楽
し
さ
を
地
域
の
皆
さ
ん
へ
お
届

け
し
ま
す
。 

　
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い 

日
　
時
　
七
月
二
十
九
日（
日
） 

　
午
前
九
時
〜
十
一
時 

場
　
所 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体
育
館 

対
　
象
　
地
区
・
町
内
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、

　
子
供
会
ほ
か 

指
　
導
　
赤
磐
市
体
育
指
導
委
員 

種
　
目
　
キ
ン
ボ
ー
ル
、バ
ッ
ゴ
ー
、キ
ャ
ッ

　
チ
ン
グ
・
ザ
・
ス
テ
ィ
ッ
ク
　
ほ
か 

準
備
品 

　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、タ
オ
ル
、水
筒 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

™
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）４
４
３
２ 

     

　
市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
開
催

し
ま
す
。
初
心
者
も
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

日
　
時 

〈
サ
ッ
カ
ー
〉 

　
七
月
二
十
五
日（
水
）〜
二
十
六
日（
木
） 

　
八
月
八
日（
水
）〜
九
日（
木
） 

　
い
ず
れ
も
午
後
六
時
三
十
分
〜
八
時 

〈
ホ
ッ
ケ
ー
〉
　 

　¡

低
学
年
の
部 

　
　
八
月
一
日（
水
）〜
三
日（
金
） 

　¡

高
学
年
の
部 

　
　
八
月
八
日（
水
）〜
十
日（
金
） 

　
　
い
ず
れ
も
午
後
三
時
〜
五
時 

場
　
所
　 

　
熊
山
運
動
公
園
多
目
的
広
場 

参
加
費
　 

　
各
教
室
五
百
円（
受
付
時
） 

定
　
員
　 

　
各
教
室
四
十
人（
先
着
順
） 

受
付
期
間
　 

　
七
月
三
日（
火
）〜
前
日
ま
で 

　
※
土
日
祝
受
付
不
可 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

™
教
育
委
員
会
熊
山
分
室 

　（
熊
山
公
民
館
内
） 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
１
４
８ 

     

　
初
心
者
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

■
講
習
会（
定
員
各
四
十
人
） 

日
　
時
　
七
月
七
日（
土
） 

　
¡
学
生
の
部（
高
校
生
以
下
） 

　
　
午
前
九
時
〜
正
午 

　
¡
一
般
の
部 

　
　
午
後
一
時
〜
四
時 

参
加
費 

　
一
般
千
円
、学
生
五
百
円
　 

■
大
会 

日
　
時
　
七
月
八
日（
日
） 

　
受
付
九
時 

種
　
目
　
ダ
ブ
ル
ス
・
個
人
の
部 

参
加
費
　
五
百
円（
市
内
中
学
生
以

　
下
は
無
料
） 

会
場
（
共
通
） 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体
育
館 

参
加
資
格
（
共
通
） 

　
赤
磐
市
在
住
・
在
勤
者 

申
込
締
め
切
り（
共
通
） 

　
七
月
五
日（
木
） 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

™

体
育
協
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会 

　（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
） 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）４
４
３
２ 

      
開
催
日
　
五
月
二
日（
水
） 

開
催
場
所
　
赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園

　
ふ
れ
あ
い
広
場 

参
加
者
数 

　
十
三
チ
ー
ム（
六
十
九
人
） 

大
会
結
果 

　
¡
優
　
勝
／
岩
田
Ａ（
山
陽
） 

　
¡
準
優
勝
／
赤
坂（
赤
坂
） 

　
¡
第
三
位
／
ピ
オ
ー
ネ（
赤
坂
） 

　
¡
ラ
ッ
キ
ー
セ
ブ
ン
賞
／
東
軽
部（
赤
坂
） 

　
¡
Ｂ
Ｂ
賞
／
ス
ズ
ラ
ン（
赤
坂
） 

 

　
魚
釣
り
や
水
泳
と
、

子
ど
も
た
ち
が
水
に
親

し
む
機
会
が
多
く
な
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。こ
の
時
期
、最
も
気
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、子
ど
も
の
水
難
事

故
で
す
。 

　
事
故
を
防
止
す
る
に
は
、保
護
者
の
皆
さ
ん
は

も
ち
ろ
ん
、地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。 

 《
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
》 

★
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
、魚
釣
り
や
水
遊
び
に
行
か
せ
な

　
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

★
子
ど
も
が
出
か
け
る
と
き
は
、行
き
先
や
帰
宅
時
刻
、

　
友
だ
ち
の
名
前
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

★
子
ど
も
に
は
、平
素
か
ら
危
険
な
場
所
を
具
体
的
に
教

　
え
、近
づ
か
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

 《
地
域
の
皆
さ
ん
へ
》 

★
危
険
な
河
川
や
た
め
池
な
ど
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
を

　
見
か
け
た
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

参
加
者
募
集 

大
会
結
果 

K
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毎
年
夏
に
な
る
と
熱
中
症
に
な
る
人

が
増
え
て
き
ま
す
。
夏
を
健
康
に
楽
し

く
過
ご
す
た
め
に
熱
中
症
に
つ
い
て
知

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

◆
熱
中
症
っ
て
？ 

　
気
温
や
湿
度
の
高
い
と
こ
ろ
で
、激
し
い

運
動
や
仕
事
を
し
た
り
、長
時
間
日
光
を

浴
び
た
り
す
る
と
、「
め
ま
い
」
や
「
吐
き

気
」「
頭
痛
」
さ
ら
に
は
「
意
識
障
害
」
と

い
っ
た
症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
暑
さ
に
よ
っ
て
起
こ
る
障
害
を

総
称
し
て
「
熱
中
症
」
と
い
い
ま
す
。 

　
特
に
高
齢
者
や
子
ど
も
は
熱
中
症
に

か
か
り
や
す
く
、自
宅
な
ど
で
倒
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。 

 

◆
子
ど
も
や
高
齢
者
は
要
注
意
　 

　
子
ど
も
は
体
温
調
節
が
う
ま
く
で
き

な
い
た
め
、熱
中
症
の
危
険
が
高
く
な
り

ま
す
。ベ
ビ
ー
カ
ー
で
の
外
出
時
は
、ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
照
り
返
し
で
体
温
が
急
上
昇

し
や
す
く
注
意
が
必
要
で
す
。
自
動
車

内
は
特
に
危
険
で
、夏
場
は
数
分
で
五
十

度
以
上
に
急
上
昇
し
、
死
亡
事
故
が
相

次
い
で
い
ま
す
。
車
内
や
締
め
切
っ
た
家
屋

内
へ
の
子
ど
も
の
放
置
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。 

　
高
齢
者
は
、体
内
の
水
分
量
が
少
な
く
、

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く
い
な
ど
の
理
由

か
ら
脱
水
症
状
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
が
、熱
中
症
だ
け
で
な
く
、心

筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
な
ど
に
つ
な
が
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
定

期
的
に
水
分
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

◆
熱
中
症
の
予
防
法 

™

高
温
多
湿
、強
い
日
ざ
し
、無
風
に
注

　
意
す
る（
気
温
三
十
度
以
上
、湿
度
七

　
十
五
　
以
上
の
状
況
で
は
特
に
注
意
）。 

™

熱
を
逃
が
し
や
す
い
、ゆ
っ
た
り
と
し
た

　
服
装
で
、つ
ば
の
広
い
帽
子
を
か
ぶ
る
。 

™

水
分
や
塩
分
を
こ
ま
め
に
補
給
す
る

　（
一
日
一
・
五
　
か
ら
二
　
の
水
分
を

　
と
る
よ
う
に
心
が
け
る
）。 

™

睡
眠
不
足
や
体
調
不
良
、二
日
酔
い
の

　
時
に
は
無
理
を
し
な
い
。 

 

◆
応
急
処
置
を
知
り
ま
し
ょ
う 
™

風
通
し
の
良
い
日
陰
へ
移
動
す
る
。 

™

衣
服
を
ゆ
る
め
足
を
高
く
し
て
寝
か

　
せ
る
。 

™

食
塩
水
か
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
飲
ま

　
せ
る
。 

™

体
温
が
上
昇
し
、意
識
が
混
濁（
フ
ラ

　
フ
ラ
し
て
い
る
）し
て
い
て
、反
応
が
無
い

　
と
き
は
、す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
対
処

　
し
ま
し
ょ
う
。 

   

　
五
月
二
十
四
日（
木
）、熊
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
総
会
並

び
に
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
研
修
会
で
は
、望
ま
し
い
食
事
の
と
り
方
や
お
お
よ
そ
の

量
を
わ
か
り
や
す
く
イ
ラ
ス
ト

で
示
し
た
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ

ド
の
使
い
方
」
に
つ
い
て
岡
山
県

栄
養
士
会
の
小
林
計
子
専
務

理
事
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

栄
養
委
員
会
で
は
こ
の
、「
食

事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」の
普
及
を

活
動
目
標
の
一
つ
に
あ
げ
て
お

り
、充
実
し
た
研
修
と
な
り
ま

し
た
。 

    

　
五
月
十
八
日（
金
）、桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
で
総

会
並
び
に
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
研
修
会
で
は
、岡
山
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
精
神

科
医
・
守
屋
昭
先
生
の
講
演
「
心

病
む
人
た
ち
の
こ
と
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
精
神
保
健
に
つ
い

て
は
、身
近
な
問
題
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
誤
解
、
偏
見
が

多
く
、精
神
障
害
で
悩
む
人
た

ち
が
生
活
し
に
く
く
な
っ
て
い

る
現
状
が
話
さ
れ
、参
加
者
は

精
神
保
健
を
取
り
巻
く
状
況

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で 

み
ん
な
で
地
域
の
健
康
づ
く
り
を 

赤
磐
市
栄
養
改
善
協
議
会
総
会
並
び
に
研
修
会 

赤
磐
市
愛
育
委
員
協
議
会
総
会
並
び
に
研
修
会 

パ
ー 

セ
ン
ト 

リ
ッ 

ト
ル 

リ
ッ 

ト
ル 

K2 7
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赤
磐
市
で
は
公
正
で
開
か
れ
た
市

政
を
一
層
推
進
す
る
た
め
に
情
報

公
開
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
制
度
は
、市
の
職
員
が
職
務

上
作
成
し
、ま
た
は
取
得
し
た
文
書
・

図
画
な
ど
の
公
文
書
を
皆
さ
ん
が
閲

覧
し
た
り
写
し
を
請
求
し
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
市
政

と
皆
さ
ん
と
の
よ
り
よ
い
信
頼
関
係

を
築
い
て
い
く
た
め
に
、よ
り
有
効

な
情
報
提
供
な
ど
に
努
め
ま
す
の
で
、

制
度
の
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
、個
人
情
報
保
護
制
度
に
よ

り
、皆
さ
ん
の
個
人
情
報
を
保
護
し
、

公
正
で
信
頼
さ
れ
る
市
政
の
推
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、市
が

保
有
す
る
個
人
情
報
の
基
本
的
な

取
り
扱
い
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
と
と

も
に
、自
分
自
身
の
個
人
情
報
を
見

た
り
訂
正
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
す
。 

実　施　機　関 

市　　　　　　　　　長 

教　育　委　員　会 

議　　　　　　　　　会 

監　　査　　委　　員 

公 営 企 業 管 理 者 

合　　　　　　　　　計 

請求件数 処　　理　　状　　況 

期間延長 
（内数） 開示 部分開示 不開示 却下 取下げ 

実　施　機　関 届出件数 

市　　　　　　　　　長 

教　育　委　員　会 

消 　 　 防 　 　 長  

合　　　　　　　　　計 

q公文書開示請求の状況 

q個人情報登録業務の届出件数 

w不服申立ておよびその処理状況 

   

■
利
用
・
取
得
に
関
す
る
ル
ー
ル 

　
個
人
情
報
を
収
集
す
る
と
き
は
、利
用
目

的
を
で
き
る
限
り
特
定
し
、本
人
か
ら
収
集

す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。
利
用
目
的
の

達
成
に
必
要
な
範
囲
を
超
え
て
個
人
情
報

を
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。 

■
適
正
・
安
全
な
管
理
に
関
す
る
ル
ー
ル 

　
個
人
情
報
を
保
護
す
る
責
任
体
制
を
明

ら
か
に
し
、個
人
情
報
の
漏
え
い
・
滅
失
な
ど

が
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、個
人
情
報
は

正
確
か
つ
最
新
の
も
の
と
し
、不
必
要
な
も

の
は
確
実
・
迅
速
に
廃
棄
や
消
去
を
し
ま
す
。 

■
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
ル
ー
ル 

　
目
的
外
の
利
用
や
外
部
提
供
が
で
き
る
の

は
、本
人
の
同
意
が
あ
る
場
合
な
ど
に
限
り

ま
す
。 

     

■
請
求
の
で
き
る
人 

　
住
所
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、市
に
自
分

の
情
報
を
管
理
さ
れ
て
い
る
人 

■
請
求
で
き
る
内
容 

◇
開
示
請
求
＝
自
分
に
関
す
る
情
報
の
閲
覧

　
ま
た
は
写
し
の
交
付
を
請
求
す
る
こ
と
が

　
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、次
の
よ
う
な
個
人

　
情
報
は
開
示
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

¡

法
令
な
ど
に
よ
り
開
示
す
る
こ
と
が
で
き

　
な
い
と
さ
れ
て
い
る
も
の 

¡

個
人
の
評
価
、診
断
、判
定
、指
導
、相
談

　
な
ど
に
関
す
る
も
の 

個
人
情
報
の 

開
示
手
続
き
な
ど 

2
市
が
個
人
情
報
を 

取
り
扱
う
と
き
の
ル
ー
ル 

1
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実　施　機　関 業　　務　　内　　容 

市　　　　　　　長 

教 育 委 員 会 

教 育 委 員 会 

教 育 委 員 会 

教 育 委 員 会 

教 育 委 員 会 

教 育 委 員 会 

教 育 委 員 会 

教 育 委 員 会 

教 育 委 員 会 

教 育 委 員 会 

教 育 委 員 会 

教 育 委 員 会 

教 育 委 員 会 

教 育 委 員 会 

消　　　防　　　長 

消　　　防　　　長 

消　　　防　　　長 

消　　　防　　　長 

消　　　防　　　長 

消　　　防　　　長 

消　　　防　　　長 

消　　　防　　　長 

消　　　防　　　長 

消　　　防　　　長 

消　　　防　　　長 

消　　　防　　　長 

消　　　防　　　長 

消　　　防　　　長 

障害者自立支援法関連業務 

図書館資料館外利用者登録業務 

市費非常勤職員等管理事務 

教職員履歴管理事務 

就学援助事業 

学校保健および学校安全事業 

学校医、学校歯科医、学校薬剤師委嘱事業 

就学時健康診断実施事業 

学校結核対策委員会運営事業 

学校災害共済給付事業 

学校評議員制度事業 

児童生徒転入学事務 

学齢簿作成管理事務 

外国青年招致事業 

就学指導委員会運営事業 

救急救命士養成および免許申請事務 

救急救命士研修事務 

火災調査業務 

救急業務 

救助活動業務 

応急手当普及業務 

赤磐市火災予防査察規程に基づく予防査察業務 

赤磐市火災予防違反処理に基づく違反処理業務 

危険物事故調査に関する業務 

液化石油ガス設備工事関係の業務 

煙火消費許可に関する業務 

火災救急等活動状況の記録業務 

赤磐市緊急通報システム業務 

予防査察・警防業務  

w主な個人情報登録業務内容 

e請求件数など 

¡

第
三
者
の
正
当
な
権
利
利
益
を
侵
害
す

　
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の 

¡

犯
罪
の
予
防
、人
の
生
命
、身
体
ま
た
は

　
財
産
の
保
護
な
ど
の
安
全
と
秩
序
の
維
持

　
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の 

¡

国
や
他
の
地
方
公
共
団
体
が
行
う
事
務

　
ま
た
は
事
業
に
関
す
る
情
報
で
、事
務
ま

　
た
は
事
業
の
適
正
な
執
行
に
著
し
い
支
障

　
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
も
の 

◇
訂
正
請
求
＝
開
示
を
受
け
た
自
分
に
関

　
す
る
情
報
に
誤
り
が
あ
る
と
き
に
は
、そ

　
の
訂
正
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

◇
削
除
請
求
＝
自
分
に
関
す
る
情
報
が
、収

　
集
・
取
扱
い
の
ル
ー
ル
に
違
反
し
て
い
る
と

　
き
は
、そ
の
削
除
を
請
求
で
き
ま
す
。 

◇
目
的
外
利
用
な
ど
の
中
止
請
求
＝
自
分

　
に
関
す
る
情
報
が
利
用
お
よ
び
提
供
の
ル

　
ー
ル
に
違
反
し
て
い
る
と
き
は
、そ
の
目
的

　
外
利
用
や
外
部
提
供
な
ど
の
中
止
を
請

　
求
で
き
ま
す
。 

■
請
求
の
方
法 

　
個
人
情
報
の
開
示
な
ど
の
請
求
は
、本
庁

総
務
部
総
務
課
で
所
定
の
請
求
書
に
記
載

し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い（
郵
送
に
よ
る
請
求
は

で
き
ま
せ
ん
）。こ
の
と
き
本
人
で
あ
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
書
類（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ

ー
ト
な
ど
）が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、訂

正
・
削
除
お
よ
び
目
的
外
利
用
な
ど
の
中
止

の
請
求
の
場
合
は
、そ
の
事
実
関
係
を
証
明

す
る
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

■
開
示
な
ど
の
決
定 

　
開
示
な
ど
の
請
求
を
受
け
た
日
か
ら
十
五

日
以
内
に
そ
の
可
否
の
決
定
を
行
い
ま
す（
や

む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
三
十
日
以

内
に
限
り
延
長
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
） 

※制度に関するお問い合わせ・相談は、本庁総務課（1０８６-９５５-４７８２）まで 



［
医
］＝
休
日
当
番
医
（
窓
口
受
付
 ９：００

～
１７；００

）（
「
※［
医
］
」
は
（
社
）赤
磐
医
師
会
管
内
の
岡
山
市
瀬
戸
町
地
域
の
休
日
当
番
医
で
す
）
　
◆
＝
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
・
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

●
星
空
講
座
無
料
観
望
会
 

　
19：
00～
22：
00（
竜
天
天
文
台
） 

●
｢古
代
人
の
技
術
 ガ
ラ
ス
玉
を
作
ろ
う
」

　
9：
30～
12：
00 

　（
山
陽
郷
土
資
料
館
） 

 ●
お
は
な
し
会〔
毎
月
第
２
土
曜
日
〕 

　
14：
00～（

吉
井
図
書
館
） 

●
ブ
ッ
ク
ん
の
お
は
な
し
会
 

　〔
２８
日
、８
月
４
日
も
開
催
〕 

　
15：
00～（

赤
坂
図
書
館
） 

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
習
会
　
9：
00～
 

　（
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体
育
館
） 

●
乳
が
ん
検
診
《
視
触
診
》
 

　（
吉
井
地
域
） 

●
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
　
10：
00～
11：
00 

　（
赤
坂
公
民
館
） 

●
人
権
・
行
政
・
消
費
生
活
相
談
 

　
13：
00～
16：
00 

　（
本
庁
2階
第
1会
議
室
） 

 ●
母
親
学
級
　
9：
30～
11：
30 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
え
ほ
ん
の
じ
か
ん〔
毎
週
水
曜
日
〕 

　
11：
00～（

中
央
図
書
館
） 

 

●
お
は
な
し
の
お
へ
や
 

　〔
１４
日
、２１
日
も
開
催
〕 

　
11：
00～（

熊
山
図
書
館
） 

●
ブ
ッ
ク
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２００７

夏
 

　
14：
00～（

大
苅
田
読
書
公
園
） 

●
と
し
ょ
か
ん
わ
く
わ
く
タ
イ
ム
 

　〔
毎
週
土
曜
日
〕 

　
14：
30～（

中
央
図
書
館
） 

［
医
］那
須
眼
科
 1
086-955-8980 

［
医
］越
宗
医
院
 1
086-957-3035 

※［
医
］近
藤
内
科
医
院
 1
086-953-1610

［
医
］戸
田
小
児
科
医
院
 1
086-955-3121 

［
医
］道
満
医
院
 1
086-957-2111 

※［
医
］こ
し
む
ね
瀬
戸
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
 

 　
　
　
1
086-952-5330

［
医
］ひ
ら
た
整
形
外
科
 1
086-956-0700 

［
医
］ 桜
井
内
科
 1
086-957-3012 

※［
医
］う
え
お
か
内
科
医
院
 

 1
086-952-5665

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

日
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

Sunday
M

onday
Tuesday

W
ednesday

Thursday
Friday

Saturday

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

［
医
］ふ
よ
う
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
　
 1
086-955-7110 

［
医
］戸
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
 1
086-957-3057 

※［
医
］石
原
医
院
 1
086-952-0162

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

51
2

1
9

181
5

6
2

1
3

2
0

91
6

7
4

3

1
4

2
1

1
0

1
7

1
1

1
8◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

●
子
宮
が
ん
検
診（
吉
井
地
域
） 

●
子
宮
が
ん
検
診（
赤
坂
地
域
） 

●
乳
が
ん
検
診
《
視
触
診
》
 

　（
吉
井
地
域
） 

●
育
児
相
談
 

　
受
付
時
間
9：
45～
10：
30 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
女
性
サ
ー
ク
ル
「
W
ith
」
 

　
10：
00～
12：
00（
吉
井
公
民
館
） 

●
交
通
安
全
日
 

●
乳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
１
歳
６
カ
月
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
乳
が
ん
検
診
《
視
触
診
》
 

　（
吉
井
地
域
） 

●
健
康
相
談（
山
陽
地
域
） 

●
無
料
法
律
相
談
　
13：
00～
16：
00 

　（
産
業
会
館
2階
ふ
る
さ
と
交
流
室
） 

●
人
権
・
行
政
相
談
　
10：
00～
12：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
健
康
相
談（
赤
坂
地
域
） 

●
離
乳
食
講
習
会
　
10：
00～
11：
30 

　（
中
央
公
民
館
） 

●
マ
ナ
ー
講
座
　
13：
30～
15：
30 

　（
吉
井
公
民
館
） 

 

●
幼
稚
園
･小
・
中
学
校
夏
休
み
 

●
母
親
学
級
　
9：
30～
11：
30 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
心
配
ご
と
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　（
春
の
家
相
談
室
） 

●
人
権
・
心
配
ご
と
相
談
 

　
13：
00～
15：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
３
歳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
心
配
ご
と
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　（
山
陽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
1階
相
談
室
） 

●
３
歳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
吉
井
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
よ
ろ
ず
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　
年
金
相
談
　
10：
00～
15：
00 

　（
吉
井
会
館
） 

 

★
７
月
の
税
・
保
険
料
を
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
 

　
●
固
定
資
産
税
…
…
…
…
…
…
…
２
期
 

　
●
国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
…
２
期
 

　
●
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）…
…
２
期
 

７
月
３１
日
ま
で
 

 

海
の
日
 

●
夏
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
　
9：
00～
 

　（
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体
育
館
） 



●
ド
キ
ド
キ
講
座
「
自
然
観
察
会
」
 

　
9：
00～
11：
00（
熊
山
公
民
館
） 

●
夏
休
み
、ち
び
っ
子
工
作
教
室
　
 

　
9：
30～
11：
00（
西
山
公
民
館
） 

●
夏
休
み
子
ど
も
映
画
館
　
 

　
10：
00～
11：
30（
中
央
公
民
館
） 

●
お
笑
い
赤
坂
亭
定
例
寄
席
 

　
19：
00～
20：
00（
お
笑
い
赤
坂
亭
） 

●
「
古
代
人
の
技
術
・
勾
玉
を
作
ろ
う
」
 

　
9：
30～
12：
00 

　（
山
陽
郷
土
資
料
館
） 

●
高
月
公
民
館
ま
つ
り
 

　
9：
00～（

高
月
公
民
館
） 

●
夏
休
み
図
書
館
講
座
 

　
13：
00～（

熊
山
図
書
館
） 

 

［
医
］マ
ス
カ
ッ
ト
整
形
外
科
医
院
 

　
　

1
086-229-2611  

［
医
］森
医
院
 1
086-957-2400  

※［
医
］鈴
木
医
院
 1
086-952-0205

 

［
医
］三
島
内
科
医
院
 1
086-955-5311 

［
医
］市
立
熊
山
病
院
 1
08699-5-1251 

※［
医
］間
阪
内
科
医
院
 1
086-952-1717

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
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1
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1
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1
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1
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1
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1
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1
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2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

日
 月
 火
 

日
 月
 火
 水
 
木
 金
 土
 日
 
月
 火
 水
 木
 金
 土
 日
 月
 火
 水
 
木
 金
 土
 日
 
月
 火
 
水
 木
 金
 土
 

山陽ふれあい公園 

屋内プール トレーニング 

ルーム 

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター 

１０：００
～
１２：００

 

１４：００
～
１６：００

 

１８：３０
～
２０：３０

 

９：００
～
２１：００

 

９：００
～
１７：００

 

初
心
者
講
習
 

実
施

日
 

○
 屋
内
プ
ー
ル
一
般
開
放
　
☆
 ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
開
放
 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高
校
生

　
以
上
で
初
心
者
講
習
修
了
者
に
限
り
ま
す
。

　
初
心
者
講
習
は
★
印
に
行
っ
て
い
ま
す
が
電

　
話
予
約
が
必
要
で
す
。
 

　
受
講
料
４００
円
　
再
受
講
料
３００
円
 

［
利
用
料
金
］ 

●
プ
ー
ル
高
校
生
以
上
…
…
４００
円
 

　
　
　
　
中
学
生
以
下
…
…
２００
円
 

●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
…
３００
円
 

1
 0

8
6
-9

5
4
-2

3
2
3

1
 0

8
6
-9

5
5
-4

4
3
2

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

2
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2
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9

2
78
/3

2
33
0

2
88
/4

2
43
1

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

7
月
 

2
5

8
/1

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
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★
 
　
 
　
 
 
　
 
★
 
　
 
　
 
　
 
　
 
 
　
 
★
 
　
 
★
 
　
 
　
 
 
　
 
★
 
　
 
　
 
　
 
　
 

○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
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○
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○
 
○
 
　
 
 

☆
 
　
 
　
 
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 

休館日 

休館日 

●
乳
が
ん
検
診
《
視
触
診
》
 

　（
吉
井
地
域
） 

●
幼
児
歯
科
教
室
 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
夏
休
み
「
子
ど
も
囲
碁
・
将
棋
教
室
」
 

　
13：
30～
15：
30（
高
月
公
民
館
） 

●
「
少
年
少
女
天
文
教
室
」
夏
の
星
空
 

　
19：
00～
22：
00（
竜
天
天
文
台
） 

●
夏
休
み
「
子
ど
も
囲
碁
・
将
棋
教
室
」
 

　
13：
30～
15：
30（
高
月
公
民
館
） 

●
交
通
安
全
日
 

●
乳
が
ん
検
診
《
視
触
診
》
 

　（
吉
井
地
域
） 

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
　
10：
00～
11：
00 

　（
赤
坂
公
民
館
） 

●
新
技
術
講
座
（
野
菜
）
 

　
13：
30～
15：
00（
山
陽
産
業
会
館
） 

●
サ
ッ
カ
ー
教
室〔
～
２６
日
〕  

　
18：
30～
20：
00（
熊
山
運
動
公
園
） 

●
健
康
相
談（
吉
井
地
域
） 

●
健
康
相
談（
吉
井
地
域
） 

●
赤
磐
市
じ
ん
け
ん
楽
習
講
座
 

　
15：
00～
17：
00（
中
央
公
民
館
） 

●
乳
が
ん
検
診
《
視
触
診
》
 

　（
吉
井
地
域
） 

●
ホ
ッ
ケ
ー
教
室〔
～
３
日
〕  

　
15：
00～
17：
00（
熊
山
運
動
公
園
） 

●
双
子
・
三
つ
子
の
集
い
 

　
10：
00～
12：
00 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
お
い
し
い
国
際
交
流
 

　
10：
00～
13：
00（
中
央
公
民
館
） 

●
第
１
回
詩
創
作
教
室
 

　
14：
00～
16：
00 

　（
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高
校
生

　
以
上
で
す
。
 

※
プ
ー
ル
利
用
は
１０
月
末
ま
で
で
す
。
 

［
利
用
料
金
］ 

●
プ
ー
ル
高
校
生
以
上
…
…
１００
円
 

　
　
　
　
中
学
生
以
下
…
…
５０
円
 

  ●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
…
１００
円
 

トレーニング 

ルーム 屋内プール 

９：００
～
１２：００

 

１３：００
～
１７：００

 

１８：００
～
２１：００

 

９：００
～
１２：００

 

１３：００
～
１７：００

 

１８：００
～
２２：００

 

休館日 

休館日 
休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

★
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
の
７
月
の
日
曜
日
の
開

　
放
時
間
は
、
q
９：００

～
１１：００

、
w
１１：３０

～
　
１３：３０

、
e
１４：００

～
１６：００

で
す
。
 

★参照 

★参照 
●
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
 

　
9：
00～
11：
00 

　（
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
） 
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赤
磐
市
で
は
、あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、す
べ

て
の
人
が
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
そ
の
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
と
と
も
に
、

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
、喜
び
も
責

任
も
共
に
分
か
ち
合
う
「
男
女
共
同
参

画
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
、平
成
十
八

年
度
に
「
赤
磐
市
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
計
画
を
推
進
す
る
た
め
の
条
例
を

制
定
す
る
に
あ
た
り
、広
く
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
取
り
入
れ
、市
民
と
行
政
が

一
体
と
な
り
素
案
に
つ
い
て
検
討
す
る
委

員
を
公
募
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

◆
応
募
資
格 

　
赤
磐
市
在
住
の
二
十
歳
以
上（
平
成
十

九
年
四
月
一
日
現
在
）の
人
で
、男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
熱
意
と
理
解
を
有

す
る
人 

※
平
日
の
昼
間
に
委
員
会
に
出
席
で
き

　
る
人 

◆
募
集
人
員
　
二
人 

◆
応
募
方
法 

　
任
意
の
用
紙
に
、「
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
の
推
進
」
に
関
す
る
考
え
を
八
百

字
以
内
に
ま
と
め
、住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
、職
業
を
記
入
し
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
郵
送
可
） 

◆
応
募
期
限 

　
七
月
三
十
一
日（
火
）必
着 

※
選
考
結
果
は
、各
個
人
あ
て
に
通
知
し

　
ま
す
。 

◆
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先 

　
〒
７
０
９
―
０
８
９
８ 

　
赤
磐
市
下
市
三
四
四 

　
赤
磐
市
役
所
市
民
課
人
権
・
男
女
共
同
参
画
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
４ 

　
6
０
８
６（
９
５
５
）１
６
０
２ 

　
赤
磐
市
で
は
、よ
り
効
率
的
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
た
め
、現
在
行
っ
て
い

る
事
務
事
業
を
評
価
し
、事
務
の
改
善
な

ど
を
行
う
た
め
、昨
年
度
か
ら
事
務
事
業

評
価
制
度
を
導
入
し
ま
し
た（
本
庁
で
試

行
）。 

　
本
年
度
は
、そ
の
対
象
を
各
支
所
に
も

広
げ
、本
格
実
施
を
目
指
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
お
り
、先
日
、市
の
全
職
員（
一
部

出
先
機
関
な
ど
を
除
く
）を
対
象
に
、本

庁
各
支
所
で
、合
計
八
回
の
制
度
説
明
会

を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
説
明
会
で
は
、具
体
的
な
作
業
内
容
の

説
明
の
ほ
か
、副
市
長
な
ど
か
ら
、市
の
厳

し
い
財
政
状
況
や
、本
制
度
の
必
要
性
な

ど
の
説
明
が
あ
り
、職
員
は
熱
心
に
受
講

し
て
い
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、今
後
各
事
務
事
業
に
つ
い
て
、

担
当
課
に
よ
る
一
次
評
価
、評
価
委
員
会

（
副
市
長
、総
務
・
企
画
財
政
部
長
な
ど
）

に
よ
る
二
次
評
価
を
行
い
、総
合
評
価
と

し
て
、拡
大
・
充
実
、現
状
維
持
、改
善
、縮

小
、終
期
設
定
、廃
止
・
休
止
な
ど
に
整
理
・

区
分
し
て
、来
年
度
予
算
編
成
や
、事
務

内
容
の
改
善
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。 

      

　
赤
磐
市
教
育
委
員
会
は
、
委
員
長
に

吉
田
重
隆
さ
ん（
東
軽
部
・
六
十
六
歳
）を

選
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
五
月
二
十
日
か

ら
一
年
間
。 

　
ま
た
、
委
員
長
職
務
代
理
者
に
金
光

久
子
さ
ん（
可
真
下
・
五
十
九
歳
）を
選
任

し
ま
し
た
。 

      

　
馬
場
駿
委
員
の
委
員
任
期
満
了
・
退

任
に
伴
う
後
任
に
生
本
滋
春
さ
ん（
河
本
・

五
十
九
歳
）が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
五
月
二
十
日
か
ら
四
年
間
。 
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nformation

　
赤
坂
地
域
の
小
谷
良
正
委
員
の
任
期

満
了
・
退
任
に
伴
う
後
任
に
近
江
勲
さ
ん

が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。 

　
人
権
擁
護
委
員
と
は
、日
ご
ろ
地
域
に

根
ざ
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
人
た
ち
が
、地
域
の
中
で
人
権

思
想
を
広
め
、地
域
住
民
の
人
権
が
侵
害

さ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、人
権
を
擁
護

す
る
活
動
を
す
る
人
た
ち
で
す
。 

　
法
務
局
と
連
携
し
な
が
ら
、市
民
の
人

権
を
守
る
た
め
に
、中
立
・
公
正
な
立
場

で
人
権
相
談
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。 

　
人
権
相
談
は
、地
域
ご
と
で
定
期
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。
身
近
な
問
題
で
お
困

り
の
人
は
、ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

         【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
本
庁
市
民
課
人
権･

男
女
協
同
参
画
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
４ 

　
ラ
ジ
オ
第
一
放
送
で
全
国
に
生
放
送

さ
れ
て
い
る
「
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み

ん
な
の
体
操
会
」
が
赤
磐
市
に
や
っ
て
き

ま
す
。こ
の
会
は
地
域
住
民
の
健
康
増
進

と
体
力
づ
く
り
の
推
進
ま
た
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
推
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
体
を
動
か
し

一
日
を
健
や
か
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

 

◆
日
　
時 

　
八
月
二
十
三
日（
木
） 

　
集
　
合
／
午
前
五
時
三
十
分 

　
開
会
式
／
午
前
六
時 

　
放
　
送
／
午
前
六
時
三
十
分
〜 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
時
四
十
分 

　
解
　
散
／
午
前
六
時
五
十
分 

◆
場
　
所 

　
〒
７
０
９
―
０
８
３
２ 

　
赤
磐
市
正
崎
一
三
六
八 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
多
目
的
広
場 

　
雨
天
時
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体
育

　
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ 

　（
※
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
） 

◆
出
演
指
導 

　
多
胡
　
肇（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
体

　
操
指
導
者
） 

◆
ピ
ア
ノ
伴
奏 

　
加
藤
由
美
子（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

　
ピ
ア
ノ
伴
奏
者
） 

◆
交
通
手
段 

　
自
家
用
車
・
送
迎
バ
ス
な
ど 

 

　 　（
詳
細
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
） 

◆
問
い
合
わ
せ
先 

　
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　（
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
内
） 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）４
４
３
２ 

　（
土
日
祝
を
除
く
午
前
八
時
三
十
分
〜

　
午
後
五
時
三
十
分
） 

◆
主
　
催 

　
日
本
郵
政
公
社
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
、全
国
ラ
ジ
オ

　
体
操
連
盟
　
　 

◆
共
　
催 

　
赤
磐
市
、赤
磐
市
教
育
委
員
会 

◆
主
　
管 

　
備
前
瀬
戸
郵
便
局
、赤
磐
市
内
郵
便
局
、

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
岡
山
放
送
局
、岡
山
県
ラ
ジ
オ

　
体
操
連
盟 

◆
後
　
援 

　
総
務
省 

　
「
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
の

実
現
」
そ
れ
は
、す
べ
て
の
人
々
の
願
い
で
す
。 

　
今
年
も
法
務
省
主
唱
に
よ
り
、「
防
ご

う
犯
罪
と
非
行
　
助
け
よ
う
立
ち
直
り
」

を
統
一
標
語
に
、七
月
を
強
調
月
間
と
し

て
、社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
が
全
国
的

に
展
開
さ
れ
ま
す
。 

　
市
で
は
、保
護
司
会
と
更
生
保
護
女
性

会
の
共
催
に
よ
り
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
、七
月
十
二
日（
木
）に
市
内
各
中
学

校
前
で
「
社
明
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
ま

す
。 

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 

　
赤
磐
市
保
護
司
会
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
岡
　
　
守 

　
赤
磐
市
更
生
保
護
女
性
会
代
表 

　
　
　
　
　
　
　
　
森
川
　
房
代 



●本庁代表 
　1086-955-1111 
●赤坂支所代表 
　1086-957-2222 
●熊山支所代表 
　108699-5-1211 
●吉井支所代表 
　1086-954-1111

20広報あかいわ（平成19年7月号） 

［募集団地］ 
　q団地名／福田 
　　s住所／赤磐市福田３２０ 
　　s戸数／１戸　　s規格／３ＤＫ 
　　s家賃月額（入居時）／１３,８００円～２２,９００円 
　w団地名／庄谷 
　　s住所／赤磐市黒本１７０ 
　　s戸数／１戸　　s規格／３ＤＫ 
　　s家賃月額（入居時）／１５,５００円～２５,６００円 
［募集期間］７月１１日（水）～７月２５日（水） 
［申込方法］ 
　入居申込書の内容を確認しますので、入居申し込
　みは本人または家族の人が、所轄する吉井支所へ
　ご持参ください。 
　※申し込み多数の場合は抽選となります。 
　※入居要件については、本庁建設課または支所産業
　　建設課へお問い合わせください。 
［問い合わせ・申し込み先］ 
　吉井支所産業建設課　1０８６-９５４-１３６６ 

赤磐市営住宅公募のご案内 
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　地震が発生した時に人的被害を最小限にとど
めるためには、住宅の耐震化が最も重要です。市
では、昨年度に引き続き、木造住宅（昭和５６年５月
以前のもの）の耐震診断などに要する経費の一部
を補助する事業を行いますので、ご活用ください。 
　補助金の申請受け付けは、８月１日からです。 
　なお、詳細については、下記へお問い合わせく
ださい。 

［問い合わせ先］ 
™本庁建設課都市計画係 1086-955-1487 
™赤坂支所　産業建設課 1086-957-4824 
™熊山支所　産業建設課 108699-5-1217 
™吉井支所　産業建設課 1086-954-1366

＜耐震診断費用を補助します＞ 
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◆申込期限／各回の３日前まで受け付けます  
◆受 講 料／無　料　　　◆定　　員／２０人（先着順）  
◆申込方法／電話・FAX・はがき・Eメールで 
　　　　　　q氏名w電話番号e希望する講座名 
◆会場・問い合わせ・申し込み先 
　岡山県男女共同参画推進センター（ウィズセンター）  
〒７００-０８２１　岡山市中山下１-８-４５ ＮＴＴクレド岡山ビル１７階 
1０８６-２３５-３３０７　6０８６-２３５-３３０６　Email：danjo@pref.okayama.lg.jp

講師／イダ　ヒロユキ 
　　　（立命館大学非常勤講師） 
日時／7月20日（金） 10：30～12：30

講師／小松　泰信 
　　　（岡山大学大学院教授） 
日時／7月27日（金） 13：30～15：30

講師／川畑真理子 
　　　（とよなか男女共同参画推進 
　　　　センターすてっぷ相談員） 
日時／8月8日（水） 10：30～12：30

託児あり（要予約） 
締め切りは各講座日の7日前まで 
※無料　電話で予約してください。 

 

公開講座参加者募集 
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◇
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
し
く
み 

 

　
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
、消
費
者
・
事
業
者
・
市

町
村
が
ご
み
減
量
と
資
源
再
生
と
い
う
目
的
の
た
め

に
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、リ
サ

イ
ク
ル
を
進
め
て
い
く
シ
ス
テ
ム
で
す
。 

【
消
費
者
】 

¡

消
費
者
は
、分
別
収
集
に
協
力
し
て
、決
め
ら
れ
た

　
日
に
ご
み
を
出
し
ま
す
。 
¡

洗
う
だ
け
で
繰
り
返
し
使
え
る
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
容

　
器
・
詰
め
替
え
用
の
製
品
を
で
き
る
だ
け
使
い
、ご

　
み
の
減
量
化
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

¡

過
剰
包
装
で
な
い
も
の
や
、再
商
品
化
さ
れ
た
も
の

　
を
積
極
的
に
使
用
・
購
入
し
ま
し
ょ
う
。 

【
　
市
　
】 

¡

市
は
、ご
み
の
減
量
に
つ
い
て
分
別
指
導
や
情
報
提

　
供
な
ど
、住
民
の
自
主
的
な
取
り
組
み
に
協
力
し
ま

　
す
。 

¡

分
別
収
集
や
再
商
品
化
が
計
画
的
に
進
む
よ
う
、

　
分
別
収
集
計
画
を
作
成
し
ま
す
。 

¡

収
集
し
た
容
器
包
装
ご
み
は
分
別
収
集
計
画
に
従

　
い
、主
に
指
定
法
人
の（
財
）
日
本
容
器
包
装
リ
サ

　
イ
ク
ル
協
会
に
引
き
渡
す
ま
で
保
管
し
、ま
た
、そ

　
の
素
材
に
適
し
た
処
理
を
施
し
ま
す
。（
異
物
除
去
・

　
圧
縮
な
ど
） 

【
事
業
者
】 

¡

事
業
者
は
、市
が
分
別
収
集
し
た
容
器
包
装
ご
み
を

　
引
き
取
り
、原
材
料
や
製
品
と
し
て
他
に
売
れ
る（
ま

　
た
は
自
ら
利
用
で
き
る
）状
態
に
再
商
品
化
す
る
義

　
務
を
負
い
ま
す
。 

¡

義
務
量
は
、業
種
や
製
造
容
器
・
包
装
の
種
類
な
ど

　
に
応
じ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
ご
と
に
算
定
さ
れ

　
ま
す
。 

◇
容
器
包
装
ご
み
の
再
利
用
の
流
れ 

 

　
こ
れ
ら
の
容
器
包
装
ご
み
は
、新
し
い
原
料
や
素
材

と
し
て
生
ま
れ
か
わ
り
ま
す
。 

                         

※
次
回
か
ら
は
リ
サ
イ
ク
ル
の
流
れ
に
つ
い
て
詳
し
く

　
紹
介
し
ま
す
。 

2

金　属 
アルミ 

スチール 

無　色 

茶　色 

その他 

紙パック 

段ボール 

ペットボトル 

白トレイ 

その他 

アルミ原料 

製鉄原料 

ガラスびん 
原料など 

建築資材など 

製紙原料 

原　　料 

梱包材など 

燃料・化学原料など 

その他 

ガラス 

紙 

プラス 
チック 

容

器

包

装

ご

み
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受験種目 対象者 受付期間 試験日 

「
ア
グ
リ
」
の
指
定
管
理
者
を
公
募
し
ま
す 

q
施
設
の
名
称 

　
ア
グ
リ（
ア
グ
リ
、そ
の
他
施
設
二
棟
） 

　
附
帯
施
設
…
赤
坂
簡
易
パ
ー
キ
ン
グ（
ト
イ
レ
付
） 

w
施
設
の
住
所 

　
赤
磐
市
西
軽
部
八
二
五
ノ
一 

e
利
用
の
内
容 

　
赤
磐
市
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
特
に
定
め
な
い
が
、

地
域
の
農
業
、商
業
、工
業
お
よ
び
観
光
の
振
興
と
な
る
利
用
形
態

が
望
ま
し
い
。（
例
…
青
空
市
・
地
域
特
産
物
な
ど
の
直
売
・
地
域
の

農
産
物
を
利
用
し
た
加
工
品
の
販
売
な
ど
） 

r
業
務
の
範
囲 

　（
一
）施
設
の
管
理
運
営 

　（
二
）施
設
内
の
草
刈
、ご
み
収
集
お
よ
び
処
理 

　（
三
）簡
易
パ
ー
キ
ン
グ
お
よ
び
ト
イ
レ
の
清
掃
管
理 

　（
四
）施
設
周
辺
の
清
掃 

t
応
募
資
格
者 

　
法
人
ま
た
は
団
体
で
あ
る
こ
と
。 

y
指
定
管
理
期
間 

　
原
則
三
年（
利
用
形
態
に
よ
り
相
談
に
応
じ
る
） 

u
受
付
期
間
　
　 

　
八
月
一
日
〜
八
月
二
十
一
日 

　
※
現
地
説
明
会（
希
望
者
の
み
） 

　
　
七
月
二
十
日（
金
） 

　
　
午
前
十
時
〜
正
午 

i
応
募
方
法 

　
申
請
書
を
赤
坂
支
所
産
業
建
設
課 

　
へ
提
出（
郵
送
は
受
け
付
け
な
い
） 

　
選
定
は
審
査
会
に
諮
り
決
定
す
る
。 

　〔
募
集
要
項
の
配
布
場
所 

　
　
　
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先
〕 

　
™
赤
磐
市
赤
坂
支
所 

産
業
建
設
課 

　
　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
４ 

　
　
6
０
８
６（
９
５
７
）２
２
４
４ 
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【期　間】 
　６回継続講座 
　７月下旬～１２月（６回）　午後３時～５時 
　第１回は７月３１日（火）に中央公民館で開催 
【会　場】市内公民館　ほか 
【内　容】 
　¡講義　　¡人権に関わるワークショップ 
　¡講演会　¡視察研修 
【募集定員】３０人(市内在住・在勤者) 
【申込締め切り】７月１３日（金） 
【参加費】無　料 
【問い合わせ・申し込み先】 
　教育委員会社会教育課 
　1０８６-９５５-０７３８ 

　“じんけん”よく聞く言葉だけれど、よくわ
からない人も、ちょっと勉強したことはあるけ
れど、もっといろんなことを知りたい人も、やっ
ぱり人権は大切なものということを楽しく一
緒に考えていく楽習講座です。 
　子育てや日々の暮らし
の中にひそむ人権問題に
視点をあて、ともに語り合い、
考えていくために６回継続
の講座を企画しました。 
　赤磐市全体に、笑顔と思いやり
の輪を広げていきましょう。申し
込みをお待ちしています。 

　赤磐市国際交流協会では、ブラジルの家庭料理を通
じた国際交流を行います。親子での参加も歓迎します。 

日　　時　７月２２日（日） 午前１０時～午後１時 
場　　所　中央公民館調理研修室 
講　　師　水上マーレイさん（岡山市在住） 
料　　理　¡フェイジャン（豆の料理） 
　　　　　¡ブリガデイロ（一口サイズでトリュフを想 
　　　　　　像させる色と形ですが、味はお楽しみ） 
参 加 料　協会会員２００円／会員以外５００円 
　　　　　（小学生以上有料） 
定　　員　３０人（先着順） 
申込期限　７月１２日（木） 
問い合わせ・申し込み先 
　赤磐市国際交流協会事務局 
　（本庁企画課企画係） 
　1０８６-９５５-２６９２ 

　
講
師
の 

t
水
上
マ
ー
レ
イ
さ
ん 
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　午後６時から特設ステージでの郷土芸能などの披露
や各種団体による模擬店などの出店があり、午後８時か
らは約２０００発の花火が夜空を彩ります。皆さんお誘い
合わせのうえお越しください。 

●日　時　８月１１日（土） 午後６時～９時 
　　　　　※雨天の場合は、８月１２日（日）に順延となります。 

●場　所　赤磐市くまやま水辺の楽校 
　　　　　（赤磐市千躰地区の吉井川河川敷） 

●問い合わせ先 

　　　　　本庁産業振興課 1０８６-９５５-６１７５ 
※詳しくは、８月号でお知らせします。 

豊田小学校 

P

熊山駅 

熊山橋 
吉井川 

JR山陽本
線 

赤磐市熊山支所 

くまやま水辺の楽校 

● 会場へのアクセス ● 

→　 
至 和気町 

  ← 
至 岡山市 

●平成19年赤磐市内火災・救急発生状況（5月） 

（　）にあっては平成19年の累計を示す。 

●平成19年赤磐市交通事故発生状況（5月） 
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本庁２階第１会議室 

春の家相談室 

熊山保健福祉総合 
センター 

吉井会館 
農事実習室 

山陽産業会館２階 
ふるさと交流室 

山陽総合福祉 
センター１階相談室 

７月１７日（火） 
午後１時～３時 

７月２０日（金） 
午後１時～３時 

７月２０日（金） 
午後１時～３時 

７月１８日（水） 
午後１時～３時 
※年金相談のみ 
　午前１０時～ 
　　　　午後３時 

７月６日（金） 
午前１０時～正午 
 

７月６日（金） 
午後１時～４時 

７月１１日（水） 
午後１時～４時 

【人権】【行政】 
【消費生活相談】※要予約 

【人権】【行政】 

【人権】【行政】 

【人権】【心配ごと】 

【年金】 
岡山東社会保険事務所 

【身体障害】【知的障害】 

【心配ごと】 

【心配ごと】 

【心配ごと】 

【無料法律】※要予約 
岡山弁護士会所属弁護士 
奥田哲也・賀川進太郎 

【無料法律】【人権】 
¡本庁市民課 
　1０８６-９５５-１１１４ 
【行政】【消費生活相談】 
¡協働推進室 
　1０８６-９５５-４７８３ 

【人権】【行政】 
¡熊山支所市民生活課 
　1０８６９９-５-１２１４ 
【心配ごと】 
¡社会福祉協議会熊山支所 
　1０８６９９-５-２３３６ 

¡社会福祉協議会山陽支所 
　1０８６-９５５-８８７７ 

¡社会福祉協議会赤坂支所 
　1０８６-９５７-２３３４ 

¡吉井支所市民生活課 
　1０８６-９５４-１１８３ 

¡吉井支所健康福祉課 
　1０８６-９５４-１３７４ 

¡社会福祉協議会吉井支所 
　1０８６-９５４-２５３３ 

¡吉井支所市民生活課 
　1０８６-９５４-１１８３ 

山
陽
地
域 

赤
坂
地
域 

熊
山
地
域 

吉
井
地
域 

日　　　時 場　　　所 問い合わせ先 相談内容 

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。 

　
市
内
い
ず
れ
の
地
域
で
も
各
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 

　
駅
周
辺
や
ス
ー
パ
ー
の
駐
車
場
な
ど
で
自
転
車
盗
が
多
発

し
て
い
ま
す
。「
ち
ょ
っ
と
だ
か
ら
」の
油
断
は
禁
物
で
す
。 

　
●
無
施
錠
は
、も
っ
て
の
ほ
か
で
す
。 

　
●
被
害
を
見
る
と
、鍵
を
か
け
て
い
て
盗
ま
れ
て
い
ま
す
の

　
　
で
、必
ず
ワ
イ
ヤ
ー
錠
な
ど
で
、二
重
ロ
ッ
ク
す
る
。 

と
、い
っ
た
防
犯
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。 

備
え
付

けの
鍵を掛ける　　

　
　

　
　

　
　ひ
ったくり防止ネット

防犯
登録　　　　

　
　
　
　

　
　ワ
イヤー錠等で二

重
ロ
ッ
ク

●
問
い
合
わ
せ
先 

　
赤
磐
警
察
署 

生
活
安
全
課 

　
1
０
８
６（
９
５
２
）０
０
２
９ 
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このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

秘書課公聴広報係  1086-955-4770

く
ま
や
ま
わ
か
ば
会
 

岡
山
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
 

「
軟
式
野
球
交
流
大
会
」
 

　
五
月
二
十
七
日
、
六
月
二
日
・
三
日
の
三
日

間
に
わ
た
り
行
わ
れ
、
県
内
各
地
区
の
代
表
三

十
二
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

西
軽
部
ア
グ
リ
で
 

　
「
な
か
よ
し
市
」
開
催
 

　
出
品
は
野
菜
、
山
野
草
、
手
工
芸
品
、
衣
類

な
ど
多
数
で
す
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
出
店

し
ま
す
。 

【
開
催
日
】 

　
七
月
二
十
一
日
（
土
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時 

〈
赤
磐
市
女
性
の
会
〉 

生
が
い
を
今
日
の
ひ
と
日
を
好
日
に
集
い
安
ら
ぐ
〈
に
ぽ
に
ぽ
の
里
〉
 

 庭
先
の
桜
を
惜
し
み
て
草
引
く
に
青
み
が
か
り
し
仔
蛙
出
で
く
　
　
　
 

 ど
う
す
れ
ば
良
い
か
判
か
ら
ぬ
悩
み
あ
り
て
た
だ
ひ
た
す
ら
に
お
茶
筅
を
振
る
 

 夫
に
添
い
「
あ
な
た
・
お
ま
え
」
と
呼
び
い
つ
つ
二
人
で
刻
む
愛
の
年
輪
 

 前
庭
の
日
日
に
房
丈
伸
ば
し
つ
つ
甘
き
香
放
つ
は
大
鉢
の
藤
　
　
　
　
 

 仏
前
に
供
え
て
安
ろ
う
蓬
餅
は
亡
き
姑
の
好
み
顕
ち
く
る
笑
顔
　
　
 

 吾
の
郷
の
塀
の
み
残
る
山
の
辺
に
桜
の
咲
き
て
隣
人
想
う
 

 雉
は
い
ま
吾
の
家
の
前
に
立
ち
て
お
り
何
を
求
め
て
人
里
に
来
る
　
　
 

 最
近
の
凶
悪
犯
罪
ひ
ん
発
に
浅
間
山
荘
の
憶
い
出
偲
ぶ
　
　
　
　
　
　
 

 山
並
み
の
芽
吹
き
と
共
に
散
る
桜
川
面
を
染
め
て
季
は
移
ろ
う
　
　
　
 

 名
を
呼
び
て
待
つ
も
帰
ら
ぬ
猫
を
待
つ
媼
の
裡
の
や
さ
し
さ
覗
く
　
　
 

 ベ
ラ
ン
ダ
に
物
干
す
と
き
を
桜
ば
な
別
れ
告
ぐ
ご
と
肩
に
舞
い
く
る
　
 

 前
庭
の
桜
は
見
ご
ろ
八
重
咲
き
の
ピ
ン
ク
は
魅
せ
る
四
月
の
下
旬
　
　
　
 

 爛
漫
の
桜
咲
く
季
に
菩
提
寺
の
大
往
生
は
白
寿
の
高
僧
　
　
　
　
　
　
 

 森

本

　

季

男

 

 横

山

　

昌

子

 

 青

木

　

幸

子

 

 土

井

　

昌

子

 

 広

瀬

喜

代

子

 

 石

田

　

乙

江

 

 森

田

　

経

子

 

 日

下

部

隆

子

 

 上

原

　

　

仁

 

 濱

田

　

政

惠

 

 宇

高

　

圭

子

 

 須

藤

　

貞

子

 

 小

野

　

房

子

 

 矢

部

恵

美

子

 

い
き
 

は
な
 

は
な
 

つ
ま
 

よ
も
ぎ
も
ち
 

は
は
 

あ
 

あ
 

と
き
 

と
き
 

お
う
な
 

う
ち
 

の
ぞ
 

た
 

か
わ
も
 

▲桜が丘野球場での試合の様子 
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５・６月のできごと 

　
六
月
一
日（
金
）、友
實
喜
代
子
さ
ん
が
百
歳
を

迎
え
ら
れ
、荒
嶋
市
長
ら
が
友
實
さ
ん
の
ご
自
宅
を

訪
問
し
ご
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。 

　
友
實
さ
ん
に
は
県
と
市
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
、

市
長
が
花
束
を
渡
す
と
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
、笑
顔
で
受
け
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
長
寿
の
秘
け
つ
を
お
聞
き
す
る
と
、「
好
き
嫌
い

を
せ
ず
何
で
も
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
で
す
」
と
答

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、現
在
も
公
民
館
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
に

所
属
し
て
い
て
、こ
の
日
自
慢
の
ピ
ア
ノ
演
奏
を
披

露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

友
實
喜
代
子
さ
ん（
上
市
） 

　
五
月
一
日（
火
）、市
役
所
二
階
大
会
議
室
で
、

赤
磐
市
幼
児
交
通
安
全
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。 

　
協
議
会
で
は
、市
内
の
保
育
園
、幼
稚
園
か
ら

十
四
ク
ラ
ブ
、二
十
五
人
の
役
員
が
集
ま
り
、赤
磐

警
察
署
交
通
課
の
係
長
か
ら
幼
児
が
関
わ
っ
た
事

故
の
現
状
な
ど
を
聞
き
事
故
の
怖
さ
と
交
通
指

導
の
重
要
さ
を
再
認
識
。
そ
の
後
、市
の
担
当
者

か
ら
指
導
方
法
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

　
会
長
に
選
ば
れ
た
高
月
幼
稚
園
の
小
林
さ
ん

は
「
幼
児
へ
の
指
導
方
法
を
勉
強
し
て
、命
の
大

切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え
た
い
」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

幼
児
交
通
安
全
ク
ラ
ブ 

　
五
月
二
十
七
日（
日
）、中
央
公
民
館
で
、赤
磐
市
文
化

協
会
の
設
立
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。こ
の
協
会
は
、山

陽
文
化
芸
術
協
会
と
熊
山
文
化
協
会
が
母
体
に
な
り
、

市
全
域
の
個
人
や
グ
ル
ー
プ
が
入
会
し
て
設
立
さ
れ
た

も
の
で
、発
足
時
の
会
員
は
約
八
百
人
。 

　
総
会
に
先
立
ち
、山
陽
と
熊
山
の
グ
ル
ー
プ
が
合
同
で

和
楽
器
演
奏
や
踊
り
を
披
露
。
そ
し
て
会
長
に
吉
房
信

夫
さ
ん
、副
会
長
に
大
沼
義
清
さ
ん
な
ど
役
員
の
選
任

や
、会
則
な
ど
の
承
認
を
行
い
ま
し
た
。 

　
総
会
で
は
、会
長
が
「
先
人
の
残
し
て
く
れ
た
も
の
を

愛
し
、情
熱
を
持
っ
て
文
化
の
交
流
、育
成
、継
承
、そ
し

て
発
展
さ
せ
る
努
力
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。 

　
議
事
で
は
、自
主
的
に
企
画
運
営
す
る
文
化
祭
を
年

一
回
開
く
ほ
か
、十
一
月
に
開
催
さ
れ
る
「
全
国
生
涯

学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｉ
Ｎ
赤
磐
」へ
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
な
ど

を
決
め
ま
し
た
。 

赤
磐
市
文
化
協
会
発
足 

▲あいさつをする会長 

▲記念アトラクション 

▲「おめでとう」「ありがとうございます」 

▼事故の現状を話す警察官 

▲「安全に渡ろうね」 
　 高月幼稚園で交通指導 
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▲感謝状を受け取る中村工場長 

　
五
月
三
十
日（
水
）、赤
磐
市
消
防
本
部
は
、五

月
十
五
日（
火
）に
赤
磐
市
福
田
で
発
生
し
た
建

物
火
災
で
、
1
キ
ャ
ッ
ト
ア
イ
吉
井
工
場
の
従
業

員
が
一
致
協
力
し
て
初
期
消
火
活
動
に
あ
た
ら

れ
た
功
績
に
対
し
、感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。 

　
消
防
本
部
を
訪
れ
た
中
村
直
樹
工
場
長
に「
初

期
消
火
の
お
か
げ
で
類
焼
を
免
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」
と
塩
見
消
防
長
が
感
謝
状
を
手
渡

す
と
、工
場
長
は
、「
地
域
に
役
に
立
つ
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。 

株
式
会
社
キ
ャ
ッ
ト
ア
イ 

吉
井
工
場
に
感
謝
状 

　
近
年
、登
下
校
中
の
交
通
事
故
や
児
童
を
狙
う
悪
質
な

犯
罪
が
増
え
て
い
ま
す
。 

　
豊
田
・
磐
梨
小
学
校
区
も
例
外
で
は
な
く
、熊
山
地
域

区
長
協
議
会
と
豊
田
・
可
真
地
域
安
全
推
進
委
員
が
中
心

と
な
っ
て
、学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
か
ら
幅
広
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
、「
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
仮

称
）」
活
動
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
五
月
二
十
七
日
、豊
田
小
学
校
で
行
わ
れ
た
運
動
会
で
、

児
童
や
地
区
の
皆
さ
ん
に
参
加
メ
ン
バ
ー
や
活
動
内
容
に
つ

い
て
紹
介
し
、協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

　
六
月
か
ら
、登
下
校
の
時
間
に
合
わ
せ
て
通
学
路
で
児

童
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。 

豊
田
・
磐
梨
小
学
校
区
で 

学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
開
始 

赤
磐
市
男
女
共
同
参
画
団
体 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
総
会
と
研
修
会 

　
六
月
二
日（
土
）、中
央
公
民
館
で
男
女
共
同
参
画
団
体

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
総
会
と
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
総
会
で
は
、来
賓
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
事
業
報
告
が
さ
れ

今
年
度
の
事
業
計
画
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
十
五
団
体
が
登
録
し
て
お
り
、今

年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
セ
ミ
ナ
ー
や
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

　
総
会
後
の
研
修
会
で
は
、ま
ず
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

の
職
員
が
「
男
女
共
同
参
画
っ
て
？
」
と
、参
加
者
に
質
問
を

し
な
が
ら
日
常
生
活
で

の
男
女
差
別
な
ど
寸
劇

を
交
え
て
わ
か
り
や
す

く
表
現
。
そ
の
後
、岡
山

大
学
教
育
学
部
大
橋
美

勝
教
授
が
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

あ
れ
こ
れ
」
と
題
し
赤
磐

市
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
を
参
考
に
話
さ
れ

ま
し
た
。 

　
参
加
者
五
十
人
は
、男

女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

に
な
り
ま
し
た
。 

s
豊
田
小
学
校 

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て 

熱
心
に
受
講
す
る
皆
さ
ん
▼ 

　
山
陽
北
小
学
校
で
も
五
月
二
十
一
日
に 

t
朝
礼
で
メ
ン
バ
ー
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 
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農
大
フ
ェ
ア
を
取
材
し
た
折
、農

業
大
学
校
の
生
徒
が
激
減
し
て
い

る
こ
と
を
聞
き
、
農
業
大
学
校
の

紹
介
を
入
れ
ま
し
た
。
取
材
す
る

な
か
、
学
生
た
ち
の
実
習
は
な
か

な
か
厳
し
い
よ
う
で
す
が
、も
の
づ

く
り
の
楽
し
さ
も
感
じ
ま
し
た
。 

　
山
陽
地
域
と
赤
坂
地
域
に
ま
た

が
る
広
い
田
園
の
な
か
に
農
業
大

学
校（
東
窪
田
）と
農
業
試
験
場（
神

田
）が
あ
り
ま
す
。 

　
秋
に
は
収
穫
祭
が
行
わ
れ
元
気

な
学
生
が
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
用
意
し
歓
迎
し
て
く
れ
ま
す
。

私
も
何
度
か
お
邪
魔
し
ま
し
た
が
、

新
鮮
な
果
物
や
野
菜
を
買
う
こ
と

も
で
き
ま
す
。
市
の
基
幹
産
業
の

農
業
を
学
ぶ
学
生
た
ち
を
応
援
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
え
む
・
テ
ィ
） 
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第
五
十
四
回
岡
山
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
が
五

月
二
十
日（
日
）、岡
山
県
消
防
学
校
で
行
わ
れ
、赤

磐
市
の
代
表
と
し
て
吉
井
方
面
隊
第
一
分
団
第
三

部
が
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
へ
出
場
し
ま
し
た
。
当

日
は
、地
区
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
二
十
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
お
り
、惜
し
く
も
入
賞
は
逃
し
ま
し
た
が
、

長
期
間
の
訓
練
を
積
み
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
優
れ
た
き

び
き
び
と
し
た
操
法
を
行
い
ま
し
た
。 

 〈
出
場
選
手
〉 

　
吉
井
方
面
隊 

第
一
分
団
第
三
部（
福
田
） 

　¡

指
揮
者
　
中
原
　
哲
哉 

　¡

一
番
員
　
井
上
　
雅
晶 

　¡

二
番
員
　
中
原
　
悟
史 

　¡

三
番
員
　
平
井
　
大
三 

　¡

補
助
員
　
平
井
　
正
広 

吉　井　支　部 

栄養
委員
の 

あゆの甘露煮 
◆材料（４人分） 
　¡あゆ（中） ４尾　　¡番茶 ４カップ 
　¡梅干 ３～４個　　¡酒 大さじ３ 
　¡砂糖 大さじ３　　¡しょうゆ 大さじ４ 
　¡水あめ 大さじ３　 
◆作り方 
　q洗ったあゆの水気をふき取り、こんがりめに
　　素焼きする。 
　w鍋に番茶と梅干、あゆを入れ４０分から５０分
　　弱火で煮る。 
　eそして酒、砂糖、しょうゆ、水あめを入れ照り
　　がでるまで煮つめる。煮汁が少なくなると、
　　煮汁をあゆにかけながら煮つめる。 
　（※写真は吉井川の天然あゆを使っています。） 

●栄養委員の活動紹介 
　昨年秋より、栄養委員会吉井支部では東備栄養
改善協議会の委託により、１０代の「食」のポイント
情報発信事業を行いました。この事業を基に、元
気な一日のスタートのための冊子を作りました。 
　そして、今回は「保護者、地域の皆様への普及
版リーフレット」を作成しています。これは、事業
の中で浮き彫りになった改善点についてご覧い
ただき、子どもたちが「自分の体を大切にする食
生活」に取り組むための「後押し」を保護者、地域
の皆さんへお願いしています。ご希望の人はご活
用ください。 
　　　™本庁健康増進課（山陽保健センター内） 
　　　™各支所健康福祉課 

s
精
神
を
集
中
す
る
火
点
側
操
作
員 

s
確
実
な
放
水
作
業
を
監
視
す
る
ポ
ン
プ
側
操
作
員 
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あまくておいしいよ 
　６月４日（月）、岡山県立農業大学校で石相保育園児４６人
がいちご狩りの体験をしました。 
　園児たちは、つやつやした真っ赤ないちごを「おいしい」
と言いながらほおばっていました。 

           

■
岩
田
十
四
号
墳 

　
　（
赤
磐
市
山
陽
三
丁
目
） 

　
赤
磐
市
役
所
か
ら
西
の
方
角

を
向
く
と
す
ぐ
に
目
に
入
る
丘

の
上
の
住
宅
地
。
山
陽
団
地
と
呼

び
親
し
ま
れ
て
い
る
住
宅
街
の
一

角
に
岩
田
十
四
号
墳
は
所
在
し

ま
す
。 

　
こ
の
山
陽
団
地
は
昭
和
四
十

四
年
か
ら
昭
和
四
十
九
年
に
か

け
て
、宅
地
開
発
に
伴
う
大
規
模

な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、九
十
カ

所
も
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

岩
田
十
四
号
墳
は
そ
の
遺
跡
の

一
つ
で
す
。 

　
十
四
基
の
古
墳
か
ら
な
る
岩

田
古
墳
群
、そ
の
う
ち
、こ
の
古
墳

は
そ
の
石
室
の
残
り
の
良
好
さ
、

副
葬
品
の
多
様
さ
、重
要
さ
か
ら
、

歴
史
教
材
施
設
と
し
て
活
用
す

る
た
め
、当
時
の
計
画
を
変
更
し

て
児
童
公
園
の
一
部
と
し
て
保

存
さ
れ
ま
し
た
。
歴
史
の
授
業
で

訪
れ
た
り
、遊
ん
だ
り
し
た
経
験

を
お
持
ち
の
人
も
お
ら
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
こ
の
古
墳
が
作
ら
れ
た
の
は
以

前
紹
介
さ
れ
た
前
方
後
円
墳
、鳥

取
上
高
塚
古
墳
と
お
お
む
ね
同

時
期
の
古
墳
時
代
の
後
期
、六
世

紀
後
半
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
両
宮

山
古
墳
が
作
ら
れ
た
五
世
紀
の

古
墳
に
比
べ
る
と
墳
丘
の
規
模
は

小
さ
く
な
り
、横
穴
式
石
室
が
盛

ん
に
作
ら
れ
て
い
た
時
期
で
す
。

直
径
約
二
十
　
の
円
墳
で
あ
り
、

大
き
な
花
崗
岩
を
使
用
し
た
立

派
な
横
穴
式
石
室
を
も
ち
ま
す
。

玄
室
の
奥
行
き
は
五
・
五
　
、
横

幅
二
・
七
㍍
、
高
さ
二･

七
　
、
床

面
積
は
十
四
・
七
平
方
　
、約
九

畳
ほ
ど
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、こ
の
古
墳
は
大
量
の
須

恵
器
を
は
じ
め
武
器
や
馬
具
、装

身
具
な
ど
七
百
点
も
の
豊
富
な

遺
物
が
出
土
し
た
こ
と
で
も
知
ら

れ
て
お
り
、中
で
も
韓
国
武
寧
王

陵
出
土
の
大
刀
を
模
し
た
と
い
わ

れ
る
単
龍
環
頭
大
刀
や
、ガ
ラ
ス

の
雁
木
玉
な
ど
の
出
土
例
の
少
な

い
重
要
な
遺
物
は
、そ
の
石
室
の

規
模
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、副

葬
さ
れ
た
人
物
が
こ
の
地
域
の
有

力
な
首
長
で
あ
る
こ
と
を
物
語
り

ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
出
土
品
は
、山
陽
郷

土
資
料
館
に
展
示
し
て
あ
り
、気

軽
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
古

代
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
足
を
運

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 
 

※
古
墳
の
横
穴
式
石
室
の
入
り

　
口
は
施
錠
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

　
山
陽
郷
土
資
料
館
に
連
絡
を

　
入
れ
て
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

　
ま
す
。 
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開
館
時
間
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時
〜
十
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１
０ 

32広報あかいわ（平成19年7月号） 

の 

環境に配慮した大豆油インキと再生紙を使用して
作られています。 

か
ん
こ
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り
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ね
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お
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た
ん
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ゅ
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ん
ぎ

だ
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そ
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し
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▲石室入口 

t
単
龍
環
頭
大
刀 

▲石室内部 
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